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広

報

2005　創刊号

那珂市行政組織図

二十歳の門出　成人式

男と女・地域で学び支えあい

まちの話題

表紙の裏側

「那珂市」誕生　新たなる時代の幕開け

那珂市職員を紹介します

議会　第４回定例会から

地域防災の決意新た・消防出初め式

活き活き人　ほか
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④午前８時１０分から瓜連支所で開
所式。銘板除幕をする市五役⑤瓜
連支所でのテープカットの場面⑥
那珂市誕生を祝いあいさつをする
関谷市特別参与⑦市部課長級職員
の辞令交付式

①那珂市開市式（本庁舎）。テープ
カット左から篠原市助役、関谷市
特別参与、小宅市長、福田市議会
議長、助川市議会副議長②小宅市
長による開市宣言③開市式に出席
する那珂市役所職員

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦ ④④

③③

②②

２

�������

①①

那珂市開市式
（市役所本庁舎）
瓜連支所開所式

（市役所瓜連支所）

１／２１
AM ７：３０、８：１０
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広報なか２月号３

　

本
日
、
こ
こ
に
那
珂
町
と
瓜
連
町
が
合

併
し
、
同
時
に
市
制
施
行
を
し
新
し
い
那

珂
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
那
珂
町
、
瓜
連
町

と
も
昭
和　

年
の
「
昭
和
の
大
合
併
」
に

３０

よ
り
誕
生
し
た
町
で
ご
ざ
い
ま
す
。
両
町

と
も
、
高
度
経
済
成
長
の
中
、
都
市
基
盤

の
整
備
を
行
う
な
ど
住
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
両

町
が
、
本
日
合
併
と
い
う
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
消

防
や
火
葬
場
斎
場
な
ど
広
域
行
政
を
行
っ

て
き
た
実
績
と
、　

世
紀
の
新
し
い
ま
ち

２１

づ
く
り
に
共
通
の
思
い
を
馳
せ
、
住
民
の

み
な
さ
ま
の
英
知
と
努
力
が
見
事
に
開
花

し
た
結
果
の
賜
物
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
は
目
的
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
合

併
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
で
ご
ざ

い
ま
す
し
、
今
日
は
そ
の
幕
開
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
と
し
て
「
人
に
や
さ
し
く
文
化
の

香
り
高
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
那
珂
市
に
お
い
て
も
、
今
ま

で
の
理
念
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
両
町

が
持
っ
て
い
る
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
大

切
に
し
、
相
互
に
理
解
し
合
い
、
協
力
で

き
る
土
壌
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
先

端
的
な
科
学
技
術
等
の
集
積
し
て
い
る
地

域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
行
い
、

合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
日
も
早
く
地
域
の
一

体
感
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が

私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
や
三
位
一
体

の
改
革
に
、
国
は
も
と
よ
り
地
方
自
治
体

に
お
き
ま
し
て
も
、
大
変
厳
し
い
行
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
を

第
一
の
視
野
に
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
国
や
県
の
合
併
に
伴
う
支
援
策
を

活
用
し
、
両
町
の
重
点
事
業
で
あ
り
ま
す

図
書
館
の
建
設
や
上
菅
谷
駅
前
、
瓜
連
駅

前
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
沿
っ
て
、
地
域
間
競
争
に

負
け
な
い
那
珂
市
を
創
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
合
併
実
現
に
向
け
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
議
会
議

員
の
み
な
さ
ま
を
始
め
と
し
た
関
係
者
並

び
に
住
民
の
み
な
さ
ま
に
対
し
、
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と

も
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
引
き
続

き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
日
、
新
生
「
那
珂
市
」
が
誕
生
し
記

念
式
典
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
合
併
に
際
し
、
ご
尽
力
賜
り

ま
し
た
み
な
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
推
進
や
三
位
一
体
の
改
革

が
進
め
ら
れ
る
と
い
う
時
代
の
流
れ
の

中
、「
那
珂
市
」
が
確
か
な
発
展
を
遂
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
基
盤
を
確
立

し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
資
源
を
有
機

的
に
連
携
・
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
新
し

い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
全
体
の

均
衡
あ
る
発
展
と
地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
格
別
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
、
那
珂
市
の
限

り
な
い
発
展
と
来
賓
各
位
並
び
に
市
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

那珂市長

小　宅　近　昭

那珂市議会議長

福　田　耕四郎

合併・市制施行
記念式典

（那珂総合公園）

１／２１
PM ０：３０



４

平
成　

年
１４

５
月　

日　

関
谷
瓜
連
町
長
か
ら
「
市
町
村
合
併
に
係
る
協
議
の
申

３１

し
入
れ
」
が
小
宅
那
珂
町
長
あ
て
提
出
さ
れ
る
。

７
月　

日　

第
１
回
那
珂
町
瓜
連
町
合
併
事
務
研
究
会（　

月　

日

２２

１２

２５

ま
で
５
回
に
わ
た
り
事
務
研
究
会
開
催
）

　
　
　
　
　
【
委
員
】
両
町
の
助
役
、
那
珂
町
総
務
企
画
部
長
、
瓜

連
町
企
画
財
政
課
長
【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】
茨
城
県
地
方

課
、
県
北
総
合
事
務
所
【
協
議
事
項
】
①
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
②
事
務
事
業（
現
況
）調
書
作
成
③
ア
ン
ケ
ー

ト
質
問
事
項
の
確
認

８
月　
　
　

瓜
連
町
で
合
併
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

９
月　
　
　

那
珂
町
で
合
併
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

平
成　

年
１５

１
月　

日　

第
１
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
検
討
協
議
会（
９
月　

１４

１１

日
ま
で
６
回
に
わ
た
り
検
討
協
議
議
会
開
催
）　

　
　
　
　
　
【
委
員
】
両
町
の
町
長
、
助
役
、
議
会
議
長
、
議
会
副

議
長
、
議
会
推
薦
議
員
、
学
識
経
験
者
、
住
民
代
表
、

職
員
の
計　

人
で
構
成
【
承
認
事
項
】
那
珂
町
・
瓜
連

３１

町
合
併
検
討
協
議
会
規
約（
案
）な
ど
４
件
【
報
告
事

項
】
①
会
長
、
副
会
長
の
選
任
結
果
②
両
町
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
な
ど

２
月　

日　

茨
城
県
か
ら
合
併
重
点
支
援
地
域
に
指
定
さ
れ
る

２５

９
月　

日　

那
珂
町
議
会
で
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
議
案
を
可
決

１９

９
月　

日　

瓜
連
町
議
会
で
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
議
案
を
可
決

２６

　

月
１
日　

合
併
協
議
会
の
設
置（
両
町
長
に
よ
る
「
那
珂
町
・
瓜

１０

連
町
合
併
協
議
会
規
約
等
に
関
す
る
協
議
書
」
の
調
印

式
）

　

月　

日　

第
１
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１０

１４

　
　
　
　
　
【
委
員
】
両
町
の
町
長
、
助
役
、
議
会
議
長
、
議
会
副

議
長
、
議
会
推
薦
議
員
、
学
識
経
験
者
、
住
民
代
表
、

職
員
の
計　

人
で
構
成
【
説
明
】
那
珂
町
・
瓜
連
町
合

３１

併
協
議
会
設
置
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
協
議
会
規
約

等
に
関
す
る
協
議
書
に
つ
い
て
【
報
告
事
項
】
合
併
協

議
会
規
約
な
ど
５
件
【
議
決
事
項
】
合
併
協
議
会
事
業

計
画
な
ど
２
件
【
協
議
事
項
】
①
合
併
協
定
項
目
②
市

町
村
建
設
計
画
の
策
定
方
針
③
合
併
の
方
式
な
ど　

件
１０

那
珂
市
誕
生
ま
で
の
あ
ゆ
み

総務大臣表彰受賞者
（順不同・敬称略）

小宅　近昭　旧那珂町長
関谷　哲生　旧瓜連町長
福田耕四郎　旧那珂町議会議長
岩上　昌和　旧瓜連町議会議長
渡邊　勝一　旧那珂町議会議長
秋山　　一　旧瓜連町議会議長
寺門　正文　旧瓜連町助役

市長感謝状受賞者
（順不同・敬称略）

木名瀬正幸　合併協議会委員
舩橋　純一　合併協議会委員
吉原　誠一　合併協議会委員
初田　義雄　合併協議会委員
斉藤ゆう子　合併協議会委員
加藤　　寛　合併協議会委員
萩谷　　保　合併協議会委員
秋山　典雄　合併協議会委員
宇佐見武勝　合併協議会委員
柏　　富夫　合併協議会委員
森井　一雄　合併協議会委員
佐藤　正子　合併協議会委員
秋山　東明　合併協議会委員
島根　　守　合併協議会委員
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（上）小宅那珂市長ほか来賓のみなさんと
合併を祝い鏡開き　（右）福田那珂市議会
議長の音頭で乾杯　（下）アトラクション
でよさこいソーランの力強い踊りを披露
した那珂よさこい連（会長木名瀬貴久子
さん）のみなさん　（左上）瓜連おはやし
保存会のみなさんによる伝統太鼓　（左）
会場に用意された「祝那珂市誕生」の刻
印が押された枡　（左下）祝宴の様子



広報なか２月号５

　

月　

日　

第
２
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１１

１２

　
　
　
　
　
【
協
議
事
項
】
①
合
併
の
期
日
②
新
市
町
村
の
名
称
③

新
市
町
村
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

　

月
２
日　

第
３
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１２
　
　
　
　
　
【
協
議
事
項
】
①
財
産
の
取
扱
い
②
議
会
議
員
の
定
数

及
び
任
期
の
取
扱
い
③
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
な
ど　

件
１２

　

月　

日　

第
４
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１２

２２

　
　
　
　
　
【
協
議
事
項
】
①
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱

い
②
一
般
職
の
身
分
の
取
扱
い
③
特
別
職
の
身
分
の
取

扱
い
④
消
防
団
の
取
扱
い
な
ど　

件
１０

平
成　

年
１６

１
月　

日　

第
５
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１４

　
　
　
　
　
【
協
議
事
項
】
第
４
回
合
併
協
議
会
と
同
じ
内
容

２
月
１
日
〜　

日　

新
市
名
称
募
集

２９

２
月　

日　

第
６
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１７

　
　
　
　
　
【
協
議
事
項
】
①
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
事
業
②
児
童

福
祉
事
業
③
ご
み
対
策
事
業
④
新
市
建
設
計
画（
案
）な

ど　

件
１０

３
月
１
日
〜
５
日　

両
町
で
住
民
懇
談
会
開
催

３
月　

日　

第
７
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

２９

　
　
　
　
　
【
議
決
事
項
】
合
併
協
議
会
事
業
計
画
な
ど
２
件
【
協

議
事
項
】
①
地
域
審
議
会
の
取
扱
い
②
保
健
衛
生
事
業

③
建
設
関
係
事
業
④
学
校
教
育
事
業
な
ど　

件
１０

４
月　

日　

第
８
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

２１

　
　
　
　
　
【
協
議
事
項
】
①
地
域
審
議
会
の
取
扱
い
②
新
市
町
村

の
名
称
な
ど
４
件

５
月　

日　

第
９
回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１１

　
　
　
　
　
【
協
議
事
項
】
①
新
市
建
設
計
画（
案
）②
合
併
の
期
日

５
月　

日　

第　

回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

２６

１０

　
　
　
　
　
【
報
告
事
項
】
合
併
協
議
会
事
業
報
告
【
認
定
事
項
】

合
併
協
議
会
歳
入
歳
出
決
算
【
協
議
事
項
】
①
合
併
の

期
日
②
合
併
協
定
書（
案
）な
ど
６
件

７
月
６
日　

第　

回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１１

　
　
　
　
　
【
協
議
事
項
】
新
市
建
設
計
画

７
月　

日　

合
併
協
定
調
印
式

１２

７
月　

日　

両
町
議
会
に
よ
る
合
併
関
連
議
案
の
可
決

２２

７
月　

日　

茨
城
県
知
事
へ
廃
置
分
合
及
び
市
制
施
行
の
申
請

２７

９
月
２
日　

第　

回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１２
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合併・市制施行
記念祝賀会

（那珂総合公園）

１／２１
PM １：３０

那珂市の人口
（１月２１日現在）

　男 ２８，００２　人　
　女 ２８，７２４　人　
　計 ５６，７２６　人　
世帯数 １９，４５２世帯
面　積 ９７．８ km 



６

　
　
　
　
　
【
報
告
事
項
】
①
行
政
制
度
等（
Ｂ
・
Ｃ
ラ
ン
ク
）の
調

整
②
合
併
協
定
項
目
の
調
整
な
ど
４
件

９
月　

日　

茨
城
県
議
会
で
廃
置
分
合
及
び
市
制
施
行
議
案
可
決

２７

　

月　

日　

茨
城
県
知
事
が
廃
置
分
合
及
び
市
制
施
行
を
決
定

１０

１８

　

月　

日　

総
務
省
官
報
告
示

１１

１２

　

月　

日　

第　

回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１１

１８

１３

　
　
　
　
　
【
報
告
事
項
】
①
行
政
制
度
等（
Ｂ
・
Ｃ
ラ
ン
ク
）の
調

整
②
合
併
協
定
項
目
の
調
整
③
公
共
施
設
の
名
称
な
ど

５
件

　

月　

日　

瓜
連
町
閉
町
記
念
式
典

１１

２７

　

月　

日　

第　

回
那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会

１２

１６

１４

　
　
　
　
　
【
報
告
事
項
】
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成　

年
１７

１
月　

日　

那
珂
町
・
瓜
連
町
合
併
協
議
会
解
散

２０

１
月　

日　

那
珂
市
誕
生

２１

菅谷東小
宮田　茉美さん（６年）
小森　花菜さん（６年）
田畑　真希さん（６年）
田畑　実紀さん（６年）

　那珂市の誕生を祝して、秋田県横手市から「かまくら」の贈
り物が届きました。１月１８日の深夜、横手市から大量の新雪が
運ばれ「かまくら」を設置。本場雪国の「かまくら」を一目見
ようと市内外から３日間で延べ約２万人が市役所前一の関ため
池親水公園を訪れました。

����������������������������������������������

合併記念
かまくらの展示
（一の関ため池
親水公園）

１／２１～２３
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瓜連小
薗部　茜音さん（４年）
秋山那菜美さん（４年）
増子　鈴菜さん（４年）
増子　舜也さん（１年）

■かまくらの感想は？

「かまくら」ってとっても
大きいね。中でおもちを
焼いたりかるたとりをし
てみた～い。横手市にも
行ってみたいな。

■那珂市誕生に一言…

瓜連町がなくなってさみ
しいけど、人口が多く
なってうれしいです。私
たちが安心して遊べる市
にしてくださいね。

■かまくらの感想は？

初めて見てびっくり！
思ったより大きくて硬く
て…。風が通らないから
ずっと中にいてもあった
かそうですね。

■那珂市誕生に一言…

那珂市になって一体に
なったと感じます。瓜連
の子たちと早く仲良くな
りたいですね。



広報なか２月号７

��������
��������

①「かまくら」の前で「夢AKARI」
実行委員会のみなさんが記念撮影
②那珂町・瓜連町商工会のみなさ
んによる模擬店③④農産物販売や
餅つきをするまちづくり団体「な
かなか塾」のみなさん⑤新市誕生
を盛り上げたボーイスカウト、
ガールスカウトのみなさん

��������	
���
��

��������	
�

　１月２２日と２３日、郷土の誇りをろうそくの灯りに託
し、後世に伝えようという目的で結成した「夢 AKARI」
実行委員会のみなさん（旧瓜連町民で構成）が、新市誕
生を祝福し、一の関ため池親水公園のかまくらの周りに
６００個の灯りをともしました。幻想的な雰囲気に、会場
のあちらこちらで感嘆の声が上がっていました。

会場を盛り上げた
市民のみなさん

　

合
併
し
た
ば
か
り
な
の
で
市
民
と
し

て
ま
だ
実
感
は 
湧 
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

わ

ら
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

那
珂
市
に
望
む
こ
と
。
そ
れ
は
、
二

人
の
子
を
持
つ
親
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
伸
び
伸
び
と
成
長
で
き
る
よ
う
な

教
育
環
境
を
整
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
那
珂
市
の
将
来
を
担
う
の
は
子
ど

も
た
ち
で
す
か
ら
…
。

黒澤純子さん（静）

唐田勝弘さん（菅谷）

田口稲子さん（戸崎）

綿引和雄さん（瓜連）

　

例
え
る
な
ら
、
私
た
ち
は
、
子
ど
も

た
ち
が
社
会
へ
飛
び
立
つ
た
め
に
理
想

の
踏
み
切
り
が
で
き
る
「
助
走
路
」
で

あ
り
、
安
心
し
て
着
地
で
き
る
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
」、
そ
し
て
新
生「
那
珂
市
」は
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
大
き
く
飛
躍
す
る

た
め
の
ジ
ャ
ン
プ
台
で
す
。「
ふ
る
里

那
珂
市
」
作
り
は
責
任
重
大
で
す
が
、

胸
が
わ
く
わ
く
す
る
思
い
で
す
。

唐田勝弘さん（菅谷）

　
「
市
の
名
称
」
に
応
募
し
ま
し
た
が

残
念
な
が
ら
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

（
笑
）。
で
も
「
那
珂
」
の
名
前
が
残
っ

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て
不
安
な
の

は
毎
日
の
暮
ら
し
。
高
齢
者
に
と
っ
て

や
さ
し
い
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
市
役
所
の
み
な
さ
ん
も
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

田口稲子さん（戸崎）

　

合
併
そ
し
て
那
珂
市
の
誕
生
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
瓜
連
町
商
工
会
に
勤
め
て
い
ま

す
。
商
工
会
は
、
少
し
遅
れ
て
来
年
４

月
に
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
那
珂
市
民
の
一
人
と
し
て
商

工
業
が
発
展
す
る
よ
う
、
ま
た
地
域
の

み
な
さ
ん
が
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①① ②②

③③ ④④

⑤⑤



８

総務係　工務係　管理係　浄配水係 水　　道　　課 

総務係　学務係　施設係　幼保－元化推進係 学　校　教　育　課 

教育指導係 指　　　導　　　室 

教育相談係 教育支援センター 

総務係　施設管理係 給 食 セ ン タ ー  

横堀　額田　菅谷　菅谷西　五台　戸多　芳野　木崎 幼　　　稚　　　園 

社会教育課係　青少年係 生　涯　学　習　課 

総務係　体育係　施設係 スポーツ振興室 

総務係 図書館建設準備室 

公民館係 中 央 公 民 館  

市史編さん係　文化財係 歴史民俗資料館 

ふれあいセンターよこぼり 

ふれあいセンターよしの 

総合センターらぽーる 

平野コミュニティセンター 

総　合　公　園 

第一　第二　第三　第四　瓜連 中　　　学　　　校 

本米崎　横堀　額田　菅谷　菅谷西　菅谷東 
五台　戸多　芳野　木崎　瓜連 

小　　　学　　　校 

上下水道部 
業務係　工務係　維持管理係 下　水　道　課 

庶務係　農地係 農業委員会事務局 

審査係　出納係 会　　計　　課 

市　　　長 
（水道事業管理者） 

総務係 総　　務　　課 
議会事務局 議　　　長 

議　　　会 

教　育　長 

教育委員会 

収　入　役 

調査係 議　事　調　査　課 

総務係 総　　務　　課 

消　防　長 消 防 本 部  

指導係　地域育成係　危険物係 予　　防　　課 

警防係　救急救助係　消防団係 警　　防　　課 

第一指令係　第二指令係 通　信　指　令　室 

総務係　予防係　警防係　救急係　救助係 東　消　防　署 

総務係　予防係　警防係　救急係　救助係 西　消　防　署 

教 育 次 長  

■問い合わせ　市総務課総務係　�２９８-１１１１　内線５１６ 

■保健福祉部健康推進課は、市総合保健福祉センター「ひだまり」内にあります。 
■瓜連支所（庶務課・市民窓口課・環境福祉課）・上下水道部・教育委員会は、瓜連支所庁舎（旧
瓜連町役場庁舎）内にあります。 
■生涯学習課スポーツ振興室は、那珂総合公園内にあります。 
■消防本部総務課・予防課・警防課・通信指令室は、消防本部東消防署内にあります。 



広報なか２月号９

秘書係 秘　　書　　課 

市民相談係 市 民 相 談 室  

企画調整係　行政改革係　統計係　広報係 企　　画　　課 

男女共同参画係　国際・市民交流係 男女共同参画・市民交流室 

ＩＴ推進係　ＩＴ管理係 情 報 政 策 室  

市 長 公 室  

総務係　人事係　法制係　文書選挙係 総　　務　　課 

・選挙管理委員会 
・監査委員 
・固定資産評価審査委員会 

庶務係　用地係　地籍調査係 用　地　管　理　課 

・土地開発公社 

財政係　管財係　契約係　検査係 財　　政　　課 

総務係　戸籍係　窓口係 市　　民　　課 

税政係　市民税係　資産税土地係　資産税家屋係 税　　務　　課 

収納係　管理係 収 納 推 進 室  

総　務　部 

農政係　農業振興係　水田対策係 経　　済　　課 

農　村　振　興　課 

交通防犯係　原子力行政・防災係　消費生活係 生　活　安　全　課 

廃棄物対策係　環境保全係　環境衛生係 生　活　環　境　課 

総務係 那　珂　聖　苑 

商工係　観光係 商 工 観 光 室  

し ど り の 里  

経済環境部 

高齢者支援係　介護保険係　障害福祉係 介　護　福　祉　課 

国保係　国民年金係　医療福祉係 国　保　年　金　課 

総務企画係　成人保健係　母子保健係 健　康　推　進　課 

総合保健福祉センター 

総務社会係　保護係　子育て支援係　保育係 社　会　福　祉　課 

菅谷保育所　額田保育所 保　　　育　　　所 

保健福祉部 

福
祉
事
務
所 

農村整備係　集落排水業務係　集落排水工務係 
集落排水維持管理係 

道路改良係　街路係　公園緑地係 道　路　整　備　課 

業務係　整備第一係　整備第二係　まちづくり係 市街地整備課  

都市計画係　建築指導係　営繕係　公営住宅係 都　市　計　画　課 

管理第一係　管理第二係　維持補修係 道　路　管　理　課 

建　設　部 

庶務係　市民相談係 庶　　務　　課 

保健福祉係　生活環境係　国保年金係 環　境　福　祉　課 

市民係　税務係 市　民　窓　口　課 瓜 連 支 所  

市
　
　
　
　
　
長 

特
別
参
与 

助
　
　
　
役 

��� �����



１０

【
市
長
公
室
】

公
室
長　

中
庭
一
郎

秘
書
課

課
長　

沢
畑
寿
一
／
副
参
事
兼
課
長
補
佐

（
総
括
）兼
秘
書
係
長　

萩
野
谷
光
正
／
主

幹　

南
波
三
千
代
／
運
転
手　

鴨
川
千
秋

／《
市
民
相
談
室
》
副
参
事
兼
室
長　

車

田
豊
／
主
査
兼
市
民
相
談
係
長　

高
橋
秀

貴
／
主
幹　

大
内
正
輝
／
主
幹　

会
沢
実

企
画
課

課
長　

市
村
陽
一
／
副
参
事（
行
政
改
革

担
当
）　

吉
原
正
夫
／
課
長
補
佐（
総
括
）

樫
村
武
／
主
査
兼
統
計
係
長　

小
林
佐
知

子
／
主
査
兼
行
政
改
革
係
長　

加
藤
裕
一

／
企
画
調
整
係
長　

大
森
信
之
／
広
報
係

長　

川
田
俊
昭
／
主
幹　

松
本
啓
二
／
主

幹　

金
田
尚
樹
／
主
幹　

疋
田
克
彦
／
主

事　

船
橋
武
夫
／
主
事　

和
田
政
男
／

《
男
女
共
同
参
画
・
市
民
交
流
室
》
室
長

倉
持
和
彦
／
主
査
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

叶
野
和
子
／
国
際
・
市
民
交
流
係
長　

小

橋
聡
子
／
主
事　

平
山
亜
希
子
／《
情
報

政
策
室
》
室
長　

加
藤
和
民
／
Ｉ
Ｔ
推
進

係
長　

平
野
敦
史
／
Ｉ
Ｔ
管
理
係
長　

萩

野
谷
真
／
主
幹　

荻
津
厚
緒
／
技
幹　

稲

田
政
徳

【
総
務
部
】

部
長　

大
和
田
優

総
務
課

課
長　

寺
門
仁
／
副
参
事
兼
課
長
補
佐

（
総
括
）兼
総
務
係
長　

城
宝
信
保
／
課
長

補
佐
兼
法
制
係
長　

綿
引
智
／
課
長
補
佐

兼
文
書
選
挙
係
長　

川
崎
薫
／
主
査
兼
人

事
係
長　

篠
原
英
二
／
主
任　

生
田
目
奈

若
子
／
主
幹　

寺
門
洋
紀
／
主
幹　

加
藤

邦
彦
／
主
幹　

井
上
綾
子
／
主
事　

和
田

哲
郎
／
主
事　

鈴
木
隆
司
／
主
幹　

郡
司

智
弘（
茨
城
県
総
務
部
市
町
村
課
実
務
研

修
生
派
遣
）

財
政
課

課
長　

宮
田
俊
三
／
副
参
事
兼
課
長
補
佐

（
総
括
）　

関
根
芳
則
／
課
長
補
佐
兼
管
財

係
長　

冨
田
慶
治
／
課
長
補
佐
兼
契
約
係

長　

桧
山
寿
夫
／
検
査
係
長　

海
老
沢
美

彦
／
財
政
係
長　

片
岡
祐
二
／
主
任　

茅

根
政
雄
／
主
幹　

秋
山
雄
一
郎
／
主
幹　

浜
名
哲
士
／
主
幹　

飛
田
建
／
主
幹　

小

泉
友
哉
／
技
幹　

安
齋
伸
夫
／
主
幹　

照

沼
克
美
／
主
幹　

大
曽
根
輝
郎
／
主
事
補

小
田
内
勝
也
／
運
転
手　

土
田
和
美
／
運

転
手　

田
口
寿
明

税
務
課

課
長　

桧
山
正
夫
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

小
田
倉
正
美
／
課
長
補
佐
兼
市
民
税
係
長

野
上
隆
男
／
課
長
補
佐
兼
資
産
税
土
地
係

長　

平
野
美
良
／
主
査
兼
税
政
係
長　

大

内
幸
志
／
資
産
税
家
屋
係
長　

寺
門
勝
広

／
主
任　

薗
部
悦
子
／
主
任　

藤
咲
富
士

子
／
主
幹　

住
谷
孝
義
／
主
幹　

小
泉
周

司
／
主
幹　

片
岡
雅
明
／
主
幹　

三
田
寺

裕
臣
／
主
幹　

綿
引
秀
晃
／
主
幹　

山
�

武
／
主
幹　

佐
々
木
伸
之
／
主
事　

柏
宏

美
／
主
事　

澤
幡
正
輝
／
主
事　

小
堆
朋

和
／《
収
納
推
進
室
》
室
長　

寺
門
政
弘

／
課
長
補
佐
兼
収
納
係
長　

小
林
幸
夫
／

主
査
兼
管
理
係
長　

塙
栄
二
／
係
長（
収

納
担
当
）　

小
林
正
博
／
主
幹　

猪
野
嘉

彦
／
主
幹　

山
田
明
／
主
幹　

萩
野
谷
温

／
主
幹　

和
地
静
香
／
主
幹（
茨
城
租
税

債
権
管
理
機
構
派
遣
）海
野
直
人

市
民
課

課
長　

木
村
利
文
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

古
橋
シ
メ
子
／
課
長
補
佐
兼
窓
口
係
長　

木
村
恵
子
／
主
査
兼
戸
籍
係
長　

関
郁
夫

／
主
査
兼
総
務
係
長　

大
森
千
尋
／
主
任

寺
門
初
子
／
主
任　

圷
明
美
／
主
任　

大

森
晃
子
／
主
幹　

長
山
さ
と
み
／
主
幹　

椎
名
聖
子
／
主
幹　

秋
山
美
奈
子
／
主
幹

小
松
崎
裕
子
／
主
幹　

田
口
雪
江
／
主
事

神
永
聡
美
／
主
事　

佐
藤
翠
／
主
事　

中

村
裕
美

【
保
健
福
祉
部
・
福
祉
事
務
所
】

部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

勝
山　

栄

介
護
福
祉
課（
福
祉
事
務
所
）

参
事
兼
課
長　

三
次
裕
／
課
長
補
佐（
総

括
）　

國
松
永
稔
／
技
査
兼
高
齢
者
支
援

係
長　

佐
藤
美
智
子
／
技
査
兼
介
護
保
険

係
長　

小
田
内
佐
智
子
／
主
査
兼
障
害
福

祉
係
長　

園
部
勢
津
子
／
主
幹　

横
山
明

子
／
主
幹　

金
野
千
佳
／
主
幹　

鈴
木
伸

一
／
主
幹　

諸
藤
慎
一
／
主
幹　

磯
野
剛

志
／
主
幹　

桧
山
和
幸
／
主
事　

浅
川
舞

子
／
主
事　

萩
谷
知
子

社
会
福
祉
課（
福
祉
事
務
所
）

参
事
兼
課
長　

和
田
正
國
／
副
参
事（
那

珂
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）　

萩

野
谷
康
男
／
課
長
補
佐（
総
括
）（
茨
城
県

保
健
福
祉
部
厚
生
総
務
課
派
遣
）　

内
山

克
三
／
課
長
補
佐（
総
括
）兼
保
護
係
長　

平
松
嗣
雄
／
課
長
補
佐
兼
総
務
社
会
係
長

桐
原
浩
彰
／
主
査
兼
保
育
係
長　

加
藤
裕

子
／
子
育
て
支
援
係
長　

�
安
正
紀
／
主

任　

青
山
ち
と
せ
／
主
幹　

武
藤
隆
／
主

幹　

片
桐
宏
明
／
主
幹　

後
藤
泰
成
／
主

幹　

水
野
厚
子
／
主
事　

鈴
木
杏
子
／

《
菅
谷
保
育
所
》
菅
谷
保
育
所
長
兼
額
田

保
育
所
長　

金
田
小
夜
子
／
主
任
保
育
士

助
川
俊
子
／
主
任
保
育
士　

高
畑
せ
つ
子

／
保
育
士　

永
井
裕
美
／
保
育
士　

小
池

圭
子
／
保
育
士　

塩
原
智
子
／
保
育
士　

上
金
智
子
／
保
育
士　

秋
山
雅
子
／
保
育

士　

海
野
純
子
／
保
育
士　

片
岡
友
子
／

保
育
士　

丹
能
裕
一
／
保
育
士　

多
賀
野

紗
織
／
主
任　

黒
澤
清
香
／《
額
田
保
育

所
》
主
任
保
育
士　

塩
野
美
枝
子
／
保
育

士　

工
藤
裕
子
／
保
育
士　

高
塚
い
ず
み

／
保
育
士　

小
田
部
美
穂
子
／
保
育
士　

加
藤
恵
子
／
調
理
員　

岩
佐
悦
子

健
康
推
進
課

課
長　

鹿
志
村
貢
／
課
長
補
佐（
総
括
）兼

母
子
保
健
係
長　

先
�
二
郎
／
技
査
兼
成

　

１
月　

日
付
け
で
那
珂
市
職
員
に
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
の
一
般
職
員

２１

４
１
２
人
、
企
業
職
員　

人
、
消
防
職
員
１
０
５
人
、
計
５
３
３
人
で
す
。

１６

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市　
　

長　

小　

宅　

近　

昭

特
別
参
与　

関　

谷　

哲　

生

助　
　

役　

篠　

原　

晃　

重

収　
入　
役　

橋　

本　

文　

男

教　
育　
長　

片　

野　

直　

行

��� ��������
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人
保
健
係
長　

中
山
友
子
／
総
務
企
画
係

長　

浅
野
和
好
／
保
健
師　

池
�
み
ち
子

／
保
健
師　

石
川
と
よ
子
／
保
健
師　

玉

川
祐
美
子
／
保
健
師　

大
畠
雅
子
／
保
健

師　

梅
原
千
也
子
／
保
健
師　

橋
本
前
子

／
栄
養
士　

和
田
圭
子
／
栄
養
士　

三
田

寺
亜
希
子
／
保
健
師　

初
瀬
幸
代
／
主
幹

会
沢
雅
子

国
保
年
金
課

課
長　

小
野
寺
ひ
な
子
／
課
長
補
佐（
総

括
）　

宮
本
俊
美
／
課
長
補
佐
兼
国
民
年

金
係
長　

宇
野
登
美
子
／
主
査
兼
医
療
福

祉
係
長　

肥
田
朋
子
／
主
査
兼
国
保
係
長

高
畠
浩
一
／
係
長（
国
保
担
当
）　

梅
原
雅

美
／
主
任　

江
幡
え
み
子
／
主
幹　

小
田

部
信
人
／
主
幹　

大
曽
根
香
澄
／
主
幹　

二
方
尚
美
／
主
事　

斎
藤
郁
／
主
事　

宮

本
一
史

【
経
済
環
境
部
】

部
長　

萩
野
谷
栄

経
済
課

参
事
兼
課
長　

中
庭
英
俊
／
課
長
補
佐

（
総
括
）　

飯
塚
照
雄
／
課
長
補
佐（
農
政

担
当
）　

和
地
一
行
／
主
査
兼
農
業
振
興

係
長　

柴
田
秀
隆
／
主
査
兼
農
政
係
長　

寺
門
宏
美
／
水
田
対
策
係
長　

檜
山
松
夫

／
主
任　

坂
田
和
子
／
主
任　

清
水
京
子

／
主
幹　

赤
津
雄
史
／
主
幹　

寺
門
征
信

／
主
幹　

鈴
木
智
洋
／
主
事　

寺
門
光
秀

／
主
事　

小
関
一
生
／《
商
工
観
光
室
》

室
長
／
佐
藤
守　

主
査
兼
商
工
係
長
兼
観

光
係
長　

平
松
良
一
／
主
任　

加
藤
裕
一

／
主
幹　

小
宅
隆

農
村
振
興
課

課
長　

佐
藤
信
夫
／
副
参
事
兼
課
長
補
佐

（
総
括
）　

武
田
國
嗣
／
課
長
補
佐
兼
集
落

排
水
工
務
係
長　

助
川
啓
治
／
課
長
補
佐

兼
集
落
排
水
維
持
管
理
係
長　

佐
々
木
恒

行
／
主
査
兼
集
落
排
水
業
務
係
長　

大
竹

将
夫
／
技
査
兼
農
村
整
備
係
長　

中
庭
康

史
／
主
幹　

綿
引
稔
／
主
幹　

坂
本
博
之

／
主
幹　

直
江
正
典
／
技
師　

取
違
敏
弘

／
主
事　

鈴
木
芳
朋
／
主
事　

草
野
美
智

生
活
環
境
課

課
長　

秋
山
春
男
／
課
長
補
佐（
総
括
）兼

環
境
衛
生
係
長　

鈴
木
正
博
／
課
長
補
佐

兼
廃
棄
物
対
策
係
長　

青
山
泰
士
／
課
長

補
佐
兼
環
境
保
全
係
長　

箕
川
一
男
／
主

幹　

大
内
秀
幸
／
主
幹　

大
竹
真
徳
／
主

事　

川
勾
貴
弘
／《
那
珂
聖
苑
》
副
参
事

兼
所
長　

松
田
智
夫
／
課
長
補
佐
兼
総
務

係
長　

笹
島
邦
義
／
主
事　

飯
塚
隆
行

生
活
安
全
課

課
長　

安
見
功
／
課
長
補
佐（
総
括
）消
費

生
活
係
長　

石
井
亨
／
課
長
補
佐
兼
交
通

防
犯
係
長　

柳
橋
政
克
／
課
長
補
佐
兼
原

子
力
行
政
・
防
災
係
長　

石
川
透
／
主
幹

篠
原
広
明
／
主
幹　

船
橋
正
樹
／
主
事　

生
田
目
恵
司
／
主
事　

岡
崎
昌
行

【
建
設
部
】

部
長　

瀬
谷
正
志

道
路
整
備
課

課
長　

磯
崎
芳
信
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

引
田
克
治
／
課
長
補
佐
兼
街
路
係
長　

大

内
勝
美
／
課
長
補
佐
兼
道
路
改
良
係
長　

吽
野
啓
次
／
技
査
兼
公
園
緑
地
係
長　

柳

田
隆
則
／
主
任　

関
勝
明
／
技
幹　

田
上

慎
司
／
技
幹　

助
川
宏
州
／
技
幹 
吉
村

勉
／
主
事　

木
内
修
平

道
路
管
理
課

課
長　

清
水
昭
彦
／
副
参
事
兼
課
長
補
佐

（
総
括
）　

宮
本
芳
樹
／
課
長
補
佐
兼
維
持

補
修
係
長　

佐
藤
隆
一
郎
／
技
査
兼
管
理

第
一
係
長　

平
野
敏
／
主
査
兼
管
理
第
二

係
長　

小
澤
祐
一
／
技
幹　

黒
川
耕
二
／

主
幹　

石
田
裕
作
／
技
幹　

小
泉
健
／
主

事　

藤
哲
也
／
主
事　

鈴
木
教
彦
／
運
転

手　

大
坪
武

用
地
管
理
課

課
長　

山
�
常
博
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

中
山
悦
男
／
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長　

成

田
節
男
／
技
査
兼
地
籍
調
査
係
長　

平
野

正
行
／
技
査
兼
用
地
係
長　

川
上
義
和
／

主
任　

山
田
ふ
み
子
／
主
幹　

川
崎
慶
樹

／
主
幹　

植
田
徹
也
／
主
幹　

岡
本
哲
也

／
主
幹　

村
山
知
明
／
主
事　

会
沢
透
／

主
事　

袴
塚
英
之

都
市
計
画
課

参
事
兼
課
長　

小
林
正
博
／
課
長
補
佐

（
総
括
）兼
公
営
住
宅
係
長　

阿
久
津
英
樹

／
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長　

小
泉
正

之
／
技
査
兼
営
繕
係
長　

玉
川
秀
利
／
主

査
兼
建
築
指
導
係
長　

根
本
実
／
主
任　

大
内
幸
枝
／
主
幹　

秋
山
光
広
／
技
幹　

海
野
英
樹
／
主
幹　

水
野
泰
男
／
主
幹　

古
谷
武
／
技
師　

赤
津
久
夫
／
技
師　

井

上
百
々
代

市
街
地
整
備
課

課
長　

澤
畑
和
好
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

岡
崎
隆
／
課
長
補
佐
兼
整
備
第
二
係
長　

樫
村
悦
雄
／
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長　

大

沼
善
則
／
整
備
第
一
係
長　

根
本
雅
美
／

ま
ち
づ
く
り
係
長　

今
瀬
博
之
／
主
任　

江
口
加
津
代
／
主
幹　

片
野
弘
道
／
技
幹

金
野
公
則
／
技
幹　

小
野
瀬
義
宏
／
主
幹

橋
本
芳
彦
／
技
師　

飯
田
健
一
／
主
事　

寺
門
賢
一

【
瓜
連
支
所
】

支
所
長　

秋
山
悦
男

庶
務
課

課
長　

大
森
常
市
／
課
長
補
佐（
総
括
）兼

庶
務
係
長　

菊
池
正
明
／
主
査
兼
市
民
相

談
係
長　

先
�
民
夫
／
係
長（
健
康
担
当
）

菊
池
啓
子
／
主
幹　

石
井
宇
史
／
主
事　

薄
井
享

市
民
窓
口
課

課
長　

平
山
俊
夫
／
課
長
補
佐（
総
括
）兼

税
務
係
長　

栗
原
洋
一
／
主
査
兼
市
民
係

長　

平
沢
和
子
／
主
幹　

飯
村
秀
樹
／
主

幹　

坂
本
武
志
／
主
事　

生
田
目
千
春

環
境
福
祉
課

課
長　

志
保
石
和
之
／
課
長
補
佐（
総
括
）

兼
生
活
環
境
係
長　

稲
田
弘
／
保
健
福
祉

係
長　

柏
正
裕
／
国
保
年
金
係
長　

鈴
木

良
一
／
主
幹　

寺
門
珠
美
／
保
健
師　

村

山
若
葉
／
主
幹　

飯
嶋
友
規
子
／
主
事
補

小
原
卓
也

【
上
下
水
道
部
】

部
長　

加
藤
晴
男

水
道
課

課
長　

綿
引
公
明
／
課
長
補
佐（
総
括
）兼

管
理
係
長　

飛
田
進
一
／
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長　

大
部
公
男
／
課
長
補
佐
兼
工
務

係
長　

石
川
裕
／
主
査
兼
係
長（
収
納
担

当
）　

宮
内
信
一
／
技
査
兼
浄
配
水
係
長

鹿
志
村
則
男
／
係
長（
工
務
担
当
）　

綿
引



１２

勝
也
／
主
任　

飯
塚
保
美
／
主
任　

会
沢

忠
志
／
技
幹　

矢
崎
忠
／
技
幹　

高
塚
佳

一
／
主
幹　

鈴
木
正
寿
／
主
幹　

椎
名
健

文
／
主
幹　

萩
野
谷
貴
之
／
技
師　

綿
引

俊
之
／
主
事　

根
本
恵
一
郎

下
水
道
課

課
長　

中
井
川
和
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

小
泉
光
則
／
課
長
補
佐
兼
維
持
管
理
係
長

植
田
孝
二
／
主
査
兼
業
務
係
長　

小
泉
真

澄
／
技
査
兼
工
務
係
長　

箕
川
覚
／
係
長

（
工
務
担
当
）　

関
雄
二
／
主
任　

澤
畠
克

彦
／
主
幹　

郡
司
純
子
／
主
幹　

池
田
裕

美
／
技
幹　

櫻
井
里
米
香
／
主
事　

船
橋

健
一
郎

会
計
課

課
長　

鹿
志
村
洋
行
／
課
長
補
佐（
総
括
）

兼
審
査
係
長　

小
澤
康
子
／
出
納
係
長　

木
内
忠
／
主
任　

山
縣
恵
子
／
主
任　

打

越
恵
子
／
主
事　

大
高
奈
織
美

【
議
会
事
務
局
】

局
長　

船
橋
利
秋

総
務
課

課
長　

山
�
文
夫
／
総
務
係
長　

会
沢
和

代
／
書
記（
主
幹
）　

武
藤
寿
江

議
事
調
査
課

課
長　

樫
村
貞
夫
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

深
谷
忍
／
調
査
係
長　

渡
辺
荘
一

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

局
長　

桧
山
英
夫
／
局
長
補
佐
兼
庶
務
係

長　

樫
村
孝
之
／
主
査
兼
農
地
係
長　

寺

山
修
一
／
主
幹　

宇
佐
美
智
也

【
教
育
委
員
会
】

教
育
次
長　

黒
澤
達
男

学
校
教
育
課

課
長　

寺
門
康
一
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

柏
村
泉
／
課
長
補
佐
兼
学
務
係
長　

会
沢

直
／
主
査
兼
幼
保
一
元
化
推
進
係
長　

山

�
裕
子
／
技
査
兼
施
設
係
長　

藤
咲
弘
光

／
総
務
係
長　

清
水
貴
／
係
長（
施
設
担

当
）　

渡
辺
勝
巳
／
主
任　

中
井
川
一
恵

／
主
任　

増
子
之
江
／
主
任　

会
沢
義
範

／
主
幹　

菊
池
由
美
子
／
技
幹　

成
田
洋

一
／
主
事　

大
森
久
美
子
／《
指
導
室
》

副
参
事
兼
室
長　

西
野
則
史
／
指
導
主
事

小
室
信
之
／《
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
》
所

長　

綿
引
栄
一
／
主
査
兼
総
務
係
長　

桐

原
誠
／
技
査
兼
施
設
管
理
係
長　

中
井
川

要
一
／
主
幹　

小
林
邦
彦
／
主
任
調
理
員

圷
マ
チ
子
／
副
主
任
調
理
員　

木
村
光
子

／
調
理
員　

会
沢
幸
子
／
調
理
員　

鈴
木

礼
子
／
調
理
員　

後
藤
範
子
／
調
理
員　

薗
部
和
代
／
調
理
員　

植
田
茂
子
／
調
理

員　

広
内
知
佐
子
／
調
理
員　

津
賀
卓
／

調
理
員　

中
庭
文
吾
／
調
理
員　

小
泉
正

子
／
調
理
員　

小
野
瀬
恵
／《
瓜
連
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
》
所
長　

宮
本
一
／
調
理

員　

加
藤
文
江
／
調
理
員　

寺
門
三
四
子

／
調
理
員　

寺
門
澄
子
／
調
理
員　

寺
門

豊
子
／
調
理
員　

岩
上
真
由
美
／《
横
堀

幼
稚
園
》
教
諭　

吉
井
芳
子
／
教
諭　

小

泉
陽
子
／《
額
田
幼
稚
園
》
教
諭　

寺
門

京
子
／
教
諭　

村
田
章
代
／《
菅
谷
幼
稚

園
》
園
長　

助
川
み
ち
子
／
主
任
教
諭　

塩
幡
み
ど
り
／
教
諭　

朝
日
美
和
／
教
諭

鈴
木
陽
子
／
教
諭　

皆
川
光
子
／《
菅
谷

西
幼
稚
園
》
園
長　

片
岡
美
代
子
／
教
諭

加
藤
友
子
／
教
諭　

武
藤
智
子
／《
五
台

幼
稚
園
》
教
諭　

木
村
恵
子
／
教
諭　

若

山
ち
づ
る
／《
戸
多
幼
稚
園
》
教
諭　

小

又
智
子
／《
芳
野
幼
稚
園
》
教
諭　

助
川

淳
子
／
教
諭　

平
野
里
江
子
／《
木
崎
幼

稚
園
》
園
長　

川
崎
純
子
／《
菅
谷
東
小

学
校
》
教
諭　

林
喜
代
美
／《
瓜
連
中
学

校
》
用
務
員　

佐
藤
美
江
子

生
涯
学
習
課

課
長　

田
所
盛
一
／
課
長
補
佐（
総
括
）　

助
川
保
彦
／
主
査
兼
社
会
教
育
係
長　

寺

門
広
司
／
主
査
兼
青
少
年
係
長　

堀
口
才

二
／
主
任　

加
藤
洋
子
／
主
幹　

柴
田
真

一
／
主
幹　

会
沢
正
志
／
主
幹　

桜
井
崇

充
／《
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
》
副
参
事
兼
室

長　

笹
島
正
一
／
課
長
補
佐
兼
体
育
係
長

山
田
甲
一
／
主
査
兼
総
務
係
長　

小
橋
洋

司
／
施
設
係
長　

飛
田
良
則
／
主
幹　

田

口
裕
二
／
主
幹　

関
慎
一
／
主
事　

秋
山

雅
弘
／《
図
書
館
建
設
準
備
室
》
副
参
事

兼
室
長
山
田
行
雄
／
主
査
兼
総
務
係
長　

桧
山
達
男
／
主
任　

高
畠
啓
子
／《
中
央

公
民
館
》
主
査
兼
公
民
館
係
長　

沢
畑
瑞

子
／
主
幹
平
野
玉
緒
／
主
幹　

舘
政
則
／

主
幹　

秋
山
洋
一
／《
歴
史
民
俗
資
料

館
》
副
参
事
兼
館
長　

星
広
美
／
市
史
編

さ
ん
係
長
兼
文
化
財
係
長　

萩
野
谷
智
通

／《
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
》
総

務
係
長　

玉
川
一
雄
／《
ら
ぽ
ー
る
》
用

務
員　

勝
村
三
枝
子

【
消
防
本
部
】
※（　

）内
は
階
級

消
防
本
部
消
防
長（
消
防
監
）　

鈴
木
優
／

次
長
兼
東
消
防
署
長（
消
防
司
令
長
）　

大

薗
弘
夫

総
務
課

課
長（
消
防
司
令
長
）　

石
川
孝
次
／
課
長

補
佐（
消
防
司
令
）　

根
本
栄
／
総
務
係
長

（
消
防
司
令
補
）　

飛
田
弘
巳
／
主
幹（
消

防
士
長
）　

寺
門
薫
／
主
事（
消
防
副
士

長
）　

柏
祐
一
／
総
務
課
付
け（
消
防
司
令

補
）　

寺
門
芳
和
／
総
務
課
付
け（
消
防

士
）　

平
根
将
人
／
総
務
課
付
け（
消
防

士
）　

蓮
田
恵
太

予
防
課

課
長（
消
防
司
令
長
）　

平
野
保
雄
／
課
長

補
佐（
消
防
司
令
）　

萩
野
谷
孝
／
主
査
兼

指
導
係
長（
消
防
司
令
）　

海
老
澤
幸
男
／

危
険
物
係
長（
消
防
司
令
補
）　

寺
門
忠
／

地
域
育
成
係
長（
消
防
司
令
補
）　

後
藤
洋

治
／
主
幹（
消
防
士
長
）　

元
木
利
光

警
防
課

課
長（
消
防
司
令
長
）　

古
橋
昭
三
／
副
参

事（
消
防
司
令
長
）　

三
沢
久
晴
／
課
長
補

佐
兼
消
防
団
係
長（
消
防
司
令
）　

飯
村
保

典
／
警
防
係
長
兼
救
急
救
助
係
長（
消
防

司
令
補
）　

増
子
正
行
／
主
事
補（
消
防

士
）　

川
野
美
希

通
信
指
令
室

室
長（
消
防
司
令
長
）　

澤
幡
祝
行
／
室
長

補
佐（
消
防
司
令
）　

栗
原
信
一
／
室
長
補

佐（
消
防
司
令
）　

寺
門
久
一
／
主
査（
消

防
司
令
）　

三
輪
章
／
第
一
指
令
係
長（
消

防
司
令
補
）　

飛
田
香
／
主
幹（
消
防
士

長
）　

菱
沼
孝
行
／
主
事（
消
防
副
士
長
）

笹
島
均
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

益
子
宜

丈
／
主
査（
消
防
司
令
）　

千
里
次
雄
／
第

二
指
令
係
長（
消
防
司
令
補
）　

高
畑
健
次

／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

川
崎
克
弘
／
主

事（
消
防
副
士
長
）　

海
老
根
正
人
／
主
事

（
消
防
副
士
長
）　

宮
崎
仁
和
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東
消
防
署

副
署
長（
消
防
司
令
）　

堀
口
昌
司
／
副
署

長（
消
防
司
令
）　

大
河
徳
納
／《
第
一
部
》

第
一
部
当
直
司
令（
消
防
司
令
）　

豊
島
克

美
／
第
一
部
当
直
司
令
代
行（
消
防
司
令
）

海
野
幹
雄
／
救
助
係
長（
消
防
司
令
補
）　

寺
門
博
文
／
総
務
係
長（
消
防
司
令
補
）　

大
谷
貞
章
／
予
防
係
長（
消
防
司
令
補
）　

飛
田
裕
二
／
主
任（
消
防
司
令
補
）　

宮
田

好
男
／
主
幹（
消
防
士
長
）　

小
薗
井
司
／

主
幹（
消
防
士
長
）　

柏
村
孝
博
／
主
幹

（
消
防
士
長
）　

樫
村
重
樹
／
主
事（
消
防

副
士
長
）　

永
山
正
／
主
事（
消
防
副
士

長
）　

額
賀
定
里
／
主
事（
消
防
副
士
長
）

萩
野
谷
晃
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

鈴
木

秀
樹
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

赤
津
明
／

主
事（
消
防
副
士
長
）　

中
村
真
之
／
主
事

補（
消
防
士
）　

三
村
厚
／
主
事
補（
消
防

士
）　

加
藤
正
人
／
主
事
補（
消
防
士
）　

野
上
寿
幸
／
主
事
補（
消
防
士
）　

稲
川
学

／
主
事
補（
消
防
士
）　

海
老
根
誠
／《
第

二
部
》
第
二
部
当
直
司
令（
消
防
司
令
）　

大
内
誠
一
／
第
二
部
当
直
司
令
代
行（
消

防
司
令
補
）　

冨
永
行
雄
／
救
急
係
長（
消

防
司
令
補
）　

山
田
三
雄
／
警
防
係
長（
消

防
司
令
補
）　

鈴
木
将
浩
／
主
任（
消
防
司

令
補
）　

後
藤
健
仁
／
主
幹（
消
防
士
長
）

寺
門
弘
文
／
主
幹（
消
防
士
長
）　

仲
田
康

人
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

小
田
倉
力
／

主
事（
消
防
副
士
長
）　

秋
山
愛
弘
／
主
事

（
消
防
副
士
長
）　

小
林
宏
樹
／
主
事（
消

防
副
士
長
）　

安
省
吾
／
主
事（
消
防
副
士

長
）　

大
内
徹
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

椎
名
大
介
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

武
士

直
人
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

小
高
直
人

／
主
事
補（
消
防
士
）　

後
藤
亮
祐
／
主
事

補（
消
防
士
）　

鴨
志
田
繁
典
／
主
事
補（
消

防
士
）　

木
村
匠
／
主
事
補（
消
防
士
）　

岩

佐
弘
二
／
主
事
補（
消
防
士
）　

中
井
和
徳

西
消
防
署

署
長（
消
防
司
令
長
）　

石
川
邦
男
／
副
署

長（
消
防
司
令
）　

萩
野
谷
幸
雄
／
副
署
長

（
消
防
司
令
）　

大
曽
根
栄
／《
第
一
部
》

第
一
部
当
直
司
令（
消
防
司
令
）　

加
藤
豊

／
第
一
部
当
直
司
令
代
行
兼
警
防
係
長

（
消
防
司
令
補
）　

和
田
一
雄
／
総
務
係
長

（
消
防
司
令
補
）　

小
田
部
茂
生
／
救
助
係

長（
消
防
司
令
補
）　

堀
江
正
美
／
主
幹

（
消
防
士
長
）　

鈴
木
幸
一
／
主
事（
消
防

副
士
長
）　

小
林
将
寛
／
主
事（
消
防
副
士

長
）　

大
内
智
宏
／
主
事（
消
防
副
士
長
）

大
森
勝
昭
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

岡
林

和
豊
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

加
藤
靖
／

主
事
補（
消
防
士
）　

會
澤
和
久
／
主
事
補

（
消
防
士
）　

石
川
悠
太
／
主
事
補（
消
防

士
）　

澤
幡
晋
吉
／《
第
二
部
》
第
二
部
当

直
司
令（
消
防
司
令
）　

樫
村
和
行
／
第
二

部
当
直
司
令
代
行
兼
救
急
係
長（
消
防
司

令
補
）　

野
口
英
雄
／
予
防
係
長（
消
防
司

令
補
）　

笹
島
茂
／
主
幹（
消
防
士
長
）　

森
田
伸
一
／
主
幹（
消
防
士
長
）　

和
田
郁

生
／
主
事（
消
防
副
士
長
）　

植
田
剛
史
／

主
事（
消
防
副
士
長
）　

冨
山
哲
也
／
主
事

（
消
防
副
士
長
）　

小
野
瀬
裕
治
／
主
事

（
消
防
副
士
長
）　

寺
門
理
／
主
事（
消
防

副
士
長
）　

松
本
健
太
郎
／
主
事（
消
防
副

士
長
）　

冨
山
卓
／
主
事
補（
消
防
士
）　

萩
野
谷
純
一

��������	
�������
��������	
�����

　ふるさとの合併、新市誕生を祝い御影石製 
の恵比寿・大黒（高さ約３メートル）が寄贈され
ました。一の関ため池前に設置。

�������������	
���
���������

　みなさんに役だてていただきたいと同クラ
ブ百周年記念事業に合わせて新市誕生を祝い
寄贈されました。中央公民館に設置。

�������������������
�����������

　新市誕生を祝って、絵画（リトグラフ：題
名早春）が寄贈されました。市長応接室に掲
額予定です。

ありがとうございました
合併・那珂市誕生を祝い、市に寄贈



１４

　

那
珂
町
と
瓜
連
町
の
成
人
式
が

１
月
８
日
、
那
珂
町
中
央
公
民
館

と
瓜
連
町
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー

る
で
開
催
さ
れ
、
二
十
歳
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。
今
年
度
に
成
人

を
迎
え
る
の
は
、
那
珂
町
地
区
で

６
１
７
人
、
瓜
連
町
で
１
６
６

人
。
集
ま
っ
た
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ

姿
の
新
成
人
た
ち
は
、
恩
師
や
懐

か
し
い
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
合

い
ま
し
た
。

　

那
珂
町
会
場
の
式
典
で
は
小
宅

町
長
が
「
社
会
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
持
つ
と
い
う
、
社
会
的
自

覚
を
持
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
瓜

連
町
会
場
で
は
関
谷
町
長
が
「
基

本
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
自
覚

と
責
任
を
持
ち
、
夢
と
希
望
に
向

か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
」
と
新
成
人
に
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　

那
珂
町
の
新
成
人
を
代
表
し
て

秋
葉
小
百
合
さ
ん（
鴻
巣
）は
「
社

会
的
な
責
務
を
全
う
す
る
だ
け
で

な
く
、
一
日
一
日
を
大
切
に
、
精

一
杯
生
き
て
い
き
ま
す
」
と
、
瓜

連
町
で
は
塚
原
邦
幸
さ
ん（
平
野
）

が
「
強
い
責
任
感
と
自
覚
を
持

ち
、
恥
ず
か
し
く
な
い
社
会
人
を

目
指
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。
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平
成　

年
度
那
珂
町
・
瓜
連
町

１６�
�
�



広報なか２月号１５

�����������
��������	

今回の成人式で実行委員を務めたみなさんから、
成人を迎えてのメッセージをいただきました。

歳
の
節
目
を
迎
え
、
大
人
と

し
て
生
き
て
い
く
な
か
で
、

「
那
珂
町
」で
過
ご
し
た
日
々
の
貴

重
な
経
験
は
必
ず
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。
家
族
そ
し
て
自
分
が
出

会
っ
た
人
た
ち
が
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
こ
と
、
ま
た
今
後
も
支
え

続
け
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
す
る

心
を
忘
れ
ず
、
大
切
な
思
い
出
と

共
に
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�畠ゆかりさん
飯田

�
��

達
・
家
族
・
先
生
か
ら
学
ん

だ
こ
と
や
、
瓜
連
で
過
ご
し

た
日
々
の
思
い
出
が
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
で
必
ず
役
に
立
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
成
長
す
る
過
程
で
た

く
さ
ん
の
か
た
か
ら
受
け
た
大
き

な
恩
は
、
将
来
持
つ
で
あ
ろ
う
私

の
家
族
に
そ
れ
を
少
し
ず
つ
渡
し

て
い
く
こ
と
で
、
返
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

中野慎也さん
平野

�

れ
ま
で
の
人
と
の
出
会
い
か

ら
学
ん
だ
の
は
、
一
人
ひ
と

り
考
え
方
も
違
え
ば
感
じ
方
も

違
う
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
こ

の
人
は
こ
う
だ
と
い
う
決
め
付

け
を
し
な
い
こ
と
、
違
う
か
ら
こ

そ
尊
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

成
人
と
な
っ
た
今
、自
分
の
行
動

に
責
任
を
持
ち
、
精
一
杯
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

木ノ内めぐみさん
静

�

人
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
を
振
り
返
っ
て
思
っ
た
こ

と
は
、
人
間
は
一
人
で
生
き
て
い

く
こ
と
は
到
底
不
可
能
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
誰
も
が
み
な
、
一
人

で
は
な
く
必
ず
誰
か
に
支
え
ら
れ

生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
僕
が

生
ま
れ
て　

年
。
家
族
や
友
達
、

２０

先
生
な
ど
、
僕
の
人
生
に
携
わ
っ

て
く
れ
た
全
て
の
か
た
が
た
に
感

謝
し
た
い
で
す
。

向田直文さん
菅谷

�



１６

　

那
珂
町
長　

行
政
概
要
報
告
か
ら

■
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

　

瓜
連
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
９
月

　

日
の
平
成　

年
第
３
回
茨
城
県
議
会
定

２１

１６

例
会
に
お
い
て
、
那
珂
町
と
瓜
連
町
の
廃

置
分
合
及
び
那
珂
町
を
那
珂
市
と
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
、　

月　

日
に
は
茨
城
県

１０

１８

知
事
に
よ
る
廃
置
分
合
及
び
市
制
施
行
の

決
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
茨
城
県
知
事
か
ら
総
務
大
臣
あ

て
廃
置
分
合
及
び
市
制
施
行
の
届
出
を
行

い
、　

月　

日
に
「
町
の
廃
置
分
合
」
と

１１

１２

「
町
を
市
と
す
る
処
分
」の
官
報
告
示
が
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
合
併
に
向
け
て
、

新
市
に
お
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
整

え
て
行
き
ま
す
。

■
秋
田
県
横
手
市
と
の
友
好
都
市
提

携
に
つ
い
て

　

秋
田
県
横
手
市
と
の
友
好
都
市
提
携
に

つ
い
て
は
、　

月　

日
に
那
珂
町
に
お
い

１０

２２

て
五
十
嵐
忠
悦
横
手
市
長
を
始
め
市
議
会

議
長
、
各
種
団
体
の
長
な
ど　

人
の
訪
問

１３

団
を
招
き
、
両
市
町
議
会
議
長
の
立
会
い

の
も
と
、
調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

提
携
調
印
式
・
記
念
祝
賀
会
に
は
、
町
か

ら
は
、
町
長
及
び
町
議
会
議
員
、
区
長
、

各
団
体
の
長
な
ど
１
３
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
那
珂
町
で
の
調
印
式
後　

月
２

１１

日
に
横
手
市
で
開
催
さ
れ
た
友
好
都
市
提

携
調
印
報
告
会
に
は
、
町
か
ら
町
長
、
町

議
会
議
長
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
代
表　
１５

人
が
出
席
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
女
性
の
翼
派
遣
事
業
に
つ
い
て

　

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
た
女
性
の
翼
派

遣
事
業
は
、　

月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
の

１０

７
日
間
、
団
員　

人
、
事
務
局
２
人
の
計

１１

　

人
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ー
ク
リ
ッ

１３ジ
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
市
に
お
け
る
暴
力
を
受
け
た
女

性
の
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
地
域

社
会
に
お
い
て
積
極
的
に
活
動
で
き
る
、

幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

■
敬
老
会
に
つ
い
て

　

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
の
た
め
に
尽
く

し
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
敬

老
会
を　

月
２
日
、
那
珂
総
合
公
園
に
お

１０

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
参
加

者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
歌
手
の
畠
山
み
ど

り
さ
ん
を
招
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
１
３
８
５
人
で
、
昨
年
よ
り　

人
の

７０

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

■
道
路
改
良
舗
装
事
業
に
つ
い
て

　

道
路
改
良
舗
装
事
業
に
つ
い
て
は
、
西

才
の
内
渋
沼
線
道
路
改
良
舗
装
工
事
及
び

他
３
路
線
を
発
注
し
、
順
調
に
進
捗
し
て

い
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

　

上
菅
谷
停
車
場
線
、
原
前
杉
原
線
及
び

菅
谷
市
毛
線
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用

地
交
渉
を
進
め
、
用
地
の
確
保
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
９
月
に
は
菅

谷
市
毛
線
の
雨
水
排
水
路
工
事
を
発
注

し
、
７
月
に
発
注
し
ま
し
た
上
菅
谷
停
車

場
線
、
原
前
杉
原
線
の
雨
水
排
水
路
工
事

及
び
菅
谷
市
毛
線
の
道
路
改
良
工
事
は
、

す
べ
て
工
期
内
完
成
に
向
け
て
、
現
在
施

工
中
で
す
。

■
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
建
物
工
作
物
７
棟
及
び
借

家
人　

人
の
移
転
補
償
契
約
を
締
結
し
ま

１３

し
た
。
ま
た
、
７
月
に
発
注
し
ま
し
た
雨

水
排
水
路
工
事
、
上
下
水
道
工
事
、
道
路

改
良
工
事
は
工
期
内
完
成
に
向
け
、
現
在

施
工
中
で
す
。

■
杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て

　

杉
原
東
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ

て
は
、
引
き
続
き
用
地
交
渉
を
進
め
、
用

地
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

那
珂
町
議
会

行政報告をする小宅那珂町長
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平
成　

年
第
４
回
定
例
会（
那
珂
町
議
会
は　

月
１
日
か
ら　

日
ま
で
、瓜
連
町

１６

１２

１５

議
会
は　

月
８
日
か
ら　

日
ま
で
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。合
併
を
１
か
月
後
に
控

１２

１４

え
た
両
町
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
町
長
か
ら
合
併
関
連
の
議
案
を
含
む
１
３
２
件（
那

珂
町
・
１
１
１
件
、瓜
連
町
・　

件
）が
提
出
さ
れ
、全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２１

会議
第４回　定例会から



広報なか２月号１７

瓜
連
町
議
会

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
内
外
を
問

わ
ず
非
常
に
激
動
の
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
も
長

引
く
景
気
低
迷
の
中
で
、
国
が
進
め
る
地

方
分
権
推
進
の
た
め
の
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
く
、
不
安
定
な
状

況
に
あ
り
今
後
も
今
年
度
以
上
に
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
を
乗

り
切
り
、
町
勢
の
持
続
的
な
発
展
を
期
し

て
、
合
併
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行
い
、
さ

ら
に
は
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
地

域
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
合
併
後
の
市
全

体
の
活
性
化
を
推
進
し
な
が
ら
、
住
民
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
責
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
（
那
珂
町
議
会
）

◇
報
告

　

専
決
処
分
（
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更
）、

専
決
処
分
（
平
成　

年
度
那
珂
町
一
般
会

１６

計
補
正
予
算
（
第
４
号
））
の
２
件

◇
条
例
の
制
定
・
改
廃

　

那
珂
町
を
那
珂
市
と
す
る
こ
と
に
伴
う

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
、
那
珂
町
役

場
の
位
置
設
定
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
那
珂
町
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
那
珂
町
部
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
は
じ
め
と
す
る
合

併
関
連
の
条
例
制
定
、
一
部
改
正
及
び
廃

止
の
条
例　

件
８７

◇
補
正
予
算

　

平
成　

年
度
那
珂
町
一
般
会
計
補
正
予

１６

算
（
第
５
号
）、
平
成　

年
度
那
珂
町
国
民

１６

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
補
正

予
算
（
第
２
号
）、
平
成　

年
度
那
珂
町
下

１６

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

な
ど
９
件

◇
一
部
事
務
組
合
・
広
域
行
政
関
係

　

大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
大
宮
地

方
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更
、
公
の
施

設
の
広
域
利
用
に
関
す
る
協
議
な
ど
合
併

関
連
の
８
件

◇
そ
の
他

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
仮
称
・
那
珂

町
立
図
書
館
新
築
工
事
）、
基
盤
整
備
促

進
事
業
門
部
一
本
松
地
区
の
事
業
実
施
な

ど
７
件

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
（
瓜
連
町
議
会
）

◇
報
告

　

専
決
処
分
（
平
成　

年
度
瓜
連
町
一
般

１６

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
））、
専
決
処
分

（
寄
附
の
受
け
入
れ
）
な
ど
５
件

◇
条
例
の
改
廃

　

瓜
連
町
重
要
な
公
の
施
設
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
合
併
関

連
の
条
例
５
件

◇
補
正
予
算

　

平
成　

年
度
瓜
連
町
一
般
会
計
補
正
予

１６

算
（
第
６
号
）
な
ど
８
件

◇
一
部
事
務
組
合
・
広
域
行
政
関
係

　

那
珂
瓜
連
地
区
事
務
組
合
の
解
散
等
合

併
関
連
の
規
約
な
ど
６
件

◇
そ
の
他

　

町
道
の
路
線
認
定
な
ど
２
件

ま
た
、
７
月
に
発
注
し
ま
し
た
舗
装
工
事

に
つ
い
て
は
工
期
内
に
完
成
し
ま
し
た
。

杉
原
西
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
は
、「
地
区
街
づ
く
り
計
画
」
の
年
度
内

策
定
に
向
け
て
「
街
づ
く
り
委
員
会
」
を

３
回
開
催
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

国
庫
補
助
事
業
の
横
堀
地
区
汚
水
管
布

設
（
第
４
工
区
、
第
５
工
区
、
第
６
工
区
、

第
７
工
区
）、
堤
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
２

工
区
、
第
３
工
区
）
及
び
杉
原
地
区
汚
水

管
布
設
第
２
工
区
工
事
を
発
注
し
、
現
在

ま
で
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

■
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て

　
　

月
に
北
酒
出
樋
渡
地
区
排
水
路
整
備

１０
工
事
、　

月
に
沢
の
上
・
下
地
区
溜
池
整

１２

備
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　

戸
Ⅳ
地
区
及
び
下
江
戸
Ⅰ
地
区
の
一
筆

調
査
を　

月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

１２

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

配
水
管
布
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
杉
原

地
区
配
水
管
布
設
工
事
第
１
工
区
及
び
菅

谷
地
区
配
水
管
布
設
工
事
第
２
工
区
を
９

月
に
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
下
水

道
工
事
に
伴
う
杉
原
地
区
配
水
管
移
設
工

事
及
び
福
田
地
内
外
３
か
所
の
水
管
橋
更

新
工
事
に
つ
い
て
も　

月
に
発
注
し
、
現

１０

在
施
工
中
で
す
。

　

瓜
連
町
長　

議
会
冒
頭
あ
い
さ
つ
か
ら

　

い
よ
い
よ
合
併
ま
で
、
１
か
月
余
り
と

な
り
、
瓜
連
町
と
し
て
最
後
の
定
例
会
を

迎
え
た
訳
で
す
が
、
私
が
町
行
政
運
営
を

お
預
か
り
し
て
か
ら
、
今
年
で　

年
目
に

１０

当
た
り
ま
す
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
こ
の

間
、
議
会
と
執
行
部
が
車
の
両
輪
の
ご
と

く
、
計
画
的
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努

め
、様
々
な
施
策
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

み
な
さ
ま
が
た
の
お
か
げ
で
あ
り
改
め
て

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
合
併
に
向
け
て
、
前
倒
し

で
事
務
事
業
を
進
め
る
な
ど
、
例
年
に
な

く
気
ぜ
わ
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
着

手
し
ま
し
た
瓜
連
駅
周
辺
を
一
体
的
に
整

備
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」

を
含
め
、
各
事
業
が
順
調
に
推
移
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
合
併
ま
で
残

さ
れ
た
日
数
を
最
大
限
に
活
用
し
、
一
層

気
を
引
き
締
め
、
事
業
推
進
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成　

年
は
、
例
年
に
な
い
多

１６

く
の
台
風
の
襲
来
や
新
潟
県
中
越
地
震
な

ど
自
然
災
害
が
多
発
し
た
年
で
し
た
が
、

本
町
に
お
い
て
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設

置
す
る
こ
と
な
く
済
ん
だ
こ
と
が
、
救
い

Assem
bly

瓜連町長
関 谷 哲 生



１８

●
男
女
共
同
参
画
の
あ
ゆ
み

　

戦
後
、
法
律
的
に
も
男
女
平
等

は
実
現
さ
れ
、
教
育
の
現
場
や
参

政
権
な
ど
の
分
野
で
男
女
平
等
は

当
た
り
前
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
女
は
家
庭
を
守
り
男
は
外
で

働
く
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
な
規

範
は
高
度
成
長
期
の
日
本
社
会
の

基
盤
と
も
な
っ
て
、
職
場
や
家
庭

で
の
男
女
平
等
は
立
ち
遅
れ
て
い

ま
し
た
。
昭
和　

年
の
「
男
女
雇

６０

用
機
会
均
等
法
」公
布
に
始
ま
り
、

「
育
児
休
業
法
」（
平
成
３
年
）
を

経
て
平
成　

年
に
「
男
女
共
同
参

１１

画
社
会
基
本
法
」
が
公
布
。
平
成

　

年
に
は
茨
城
県
で
も
「
男
女
共

１３同
参
画
推
進
条
例
」が
制
定
さ
れ
、

地
方
自
治
体
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
た
め
の
取
り
組
み
が
活
発

化
し
て
き
ま
し
た
。

　

那
珂
町
で
も
平
成　

年
に
「
那

１４

珂
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を

�
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ひ
と 

ひ
と

　家事や育児さらには介護を担ってい
る女性が、生涯学習や地域活動に参加
するときには、夫はもちろん家族の理
解が必要です。女性が外に出ていくに
は難しい部分が数多くありますね。そ
ういった女性がレクリエーションを体
験し、それがきっかけとなり、生涯学
習につながっていけばいいですね。ま
た、レクリエーションの参加者のほと
んどが女性で男性の参加が少ないのが
現状です。定年後の男性で、現役のと
きから学習し、知識を蓄え、経験を宝
物とし、ハツラツとした生き方をして
いる人はとても素晴らしいです。
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　すべてにおいて、基本は「家庭」で
す。地域活動も、夫婦、子どもそして
家族が、一緒に参加できることが望ま
しいですね。そこからコミュニケー
ションのきっかけができ、家族の絆が
生まれてくるのだと思います。また、
私は登山教室や在宅介護支援サービス
の活動で高齢者のお手伝いをしていま
すが、高齢者が家に引きこもらずに、
積極的に外に出て、みんなと仲良く健
康で明るい毎日を送れることは素晴ら
しいことだと思います。今後も、生涯
学習を通して、地域活動に積極的にか
かわっていけたらいいですね。
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●Profile／
那珂町山岳協会会長。茨城県山岳連盟登
山指導員。定年後、高齢者を中心に登山
教室を開いている。日赤奉仕団として救
急法の指導、在宅介護などにも活動中。

　地域活動には長い時間をかけて作ら
れた男女の役割分担があり、簡単に男
女共同参画というわけにはいかない場
合もあるのが現状です。子育て中のお
母さんも仕事を退職したお父さんも、
積極的に等しく地域活動に参加してい
けるような環境を作っていくことが大
切だと思います。また、地域で活動す
るためには、男女もさることながら学
歴や職歴も関係なく全ての人が同じ地
点からはじまることが基本。これから
は、男性と女性がともに手を携え、よ
り良い地域社会を作り上げていく必要
があるのではないでしょうか。
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●Profile／
筑波大学大学院博士課程文芸言語研究科
日本文学専攻修了。那珂町男女共同参画
プラン策定委員会副委員長。著書に「金
子みすゞの世界」ほか。

●Profile／
那珂町レクリエーション協会会長。日本
レクリエーション協会インストラク
ター。「那珂よさこい連」会長。（株）木名
瀬取締役。
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月　

日
、
平
成　

年
度
那
珂
町
男
女
共
同
参
画

１２

１２

１６

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
虹
」
が
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し

の
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「
那
珂
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」基
本
目
標
２
に
掲

げ
る
「
地
域
で
一
緒
に
助
け
合
い
、
働
き
、
学
ぶ
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
活
動
の
場
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
小
林
和
子
先
生
と
５
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。



広報なか２月号１９

　お母さんがたの参加が大部分を占め
る菅谷保育所の家庭教育学級や子ども
会活動に、父親として参加をしてきま
した。また、地域を担う商工会議所の
青年部の一員として、地元の商工業の
活性、さらには地域振興のためひたち
なか祭りにも携わってきました。
　地域活動の基本は、「楽しい」「おも
しろい」という感覚を実感できること
が一番。子ども会の縮小など地域生活
の希薄化がみられるなかで、地域の活
性化につながるような活動を今後も
ずっと続けていきたいし、そうできた
らいいですね。
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　鴻巣で保険調剤薬局を開設し、管理
薬剤師として漢方相談、保険調剤、医
薬品の販売をしています。さらに、
フェアトレード商品の販売をとおして
国際協力の活動をしています。
　夫の祖国ガーナでは夫婦共働きは少
なくありません。子どもたちを地域ぐ
るみで支えてくれますし、子育ても共
同で行っているので、仕事を持つ女性
にとっては、とても活動しやすい環境
ですね。日本で仕事や地域の活動をし
ていくには、家族や地域のみなさんの
支援がもっともっと必要なのではない
でしょうか。
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●Profile／
ガーナ人のパーコフィー・エイキンスさ
んと国際結婚。現在、管理薬剤師として、
鴻巣薬局を経営している。２男１女のお
母さん。

　那珂町で初めて、女性として農業委
員を務めさせていただきました。農業
委員の職に就くにあたって、夫の協力
はもちろんのこと、後押ししてくれた
のは同じ活動をする女性の仲間でし
た。女性の力が大きな原動力となった
のは間違いありません。
　男性も女性も平等な家族の構成員と
して「嫁」に対する養子縁組が進まな
ければ、真の意味での男女共同参画社
会にはならないですよね。これから
も、嫁が本当の娘になれるよう「嫁養
女」の概念が一般化するよう働きかけ
ができればいいですね。
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●Profile／
那珂町初の女性農業委員（平成１３年３月
３１日～平成１６年３月３０日）。農家の嫁と
して農業に従事。農業女性グループ「み
ずほ会」の会員。

●Profile／
平成１６年度フォーラム「虹」プランナー
代表。ひたちなか商工会議所青年部に所
属し、ひたちなか祭の実行委員長を務め
る。地域の子ども会で活動中。
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小林先生を囲んで。フォーラム「虹」プラン
ナーのみなさん。左から小森友子さん、片岡
律子さん、浅野力さん、池ノ辺豊さん、浅川
百世さん、飛田祐子さん

策
定
し
、
昨
年
度
か
ら
プ
ラ
ン
の

基
本
目
標
を
町
民
参
加
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
虹
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
初
年
度
の
平

成　

年
度
は
、
プ
ラ
ン
の
基
本
目

１５
標
１
と
し
て
「
と
も
に
楽
し
も
う

子
育
て
を
！
輝
い
て
生
き
る
あ
な

た
の
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

も
と
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

●
地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て

　

社
会
を
構
成
す
る
最
小
の
単
位

は
家
族
で
あ
り
、
充
実
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
家
庭
に
お
い

て
男
女
が
共
に
支
え
あ
う
こ
と
が

基
本
で
す
。
さ
ら
に
、
身
近
な
地

域
に
お
い
て
も
男
女
が
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
活
動
し
、
責
任
を
担
い

あ
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
、
お
互
い
の
価

値
観
を
認
め
合
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
中

で
、
初
め
て
、
一
人
ひ
と
り
が
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
地
域
活
動
の
活
発

化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
問
題
も
、

家
庭
だ
け
で
な
く
地
域
に
お
い
て

も
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
生
涯
学
習
活
動
な

ど
の
地
域
活
動
に
誰
も
が
参
加
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
そ
の
前
提
と
な
る
の

は
、
や
は
り
、
男
性
も
女
性
も
お

互
い
の
価
値
観
を
認
め
合
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー

生
物
学
的
な
男
女
の
性
別
に
対
し
、
歴

史
的
・
文
化
的
・
社
会
的
に
形
成
さ
れ

た
男
女
の
性
差
。

アトクションの部で「コーラスなごみ」のみ
なさんとフォーラムを盛り上げた「ハーモニ
カなか」のみなさん
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【
表
彰
を
受
け
た
か
た
（
敬
称
略
）】

■
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る

職
団
員（　

年
以
上
）

３０

飛
田
榮
續 

■
茨
城
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る

職
団
員（　

年
以
上
）

２０

小
田
内
次
男　

山
田
幹
雄　

寺
門

利
昭　

綿
引
守　

齊
間
幸
一　

後

藤
健
仁

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
を
授
与
す
る
団
員（　
３０

年
以
上
）

大
森
利
光

■
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

優
良
分
団
表
彰

那
珂
町
消
防
団
第
６
分
団

■
茨
城
県
消
防
協
会
那
珂
支
部

長
表
彰

優
良
分
団
表
彰

那
珂
町
消
防
団
第
６
分
団

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る

職
団
員（　

年
以
上
）

２０

小
田
内
次
男　

山
田
幹
雄　

寺
門

利
昭　

綿
引
守　

齊
間
幸
一

退
職
者
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
元

団
員

樫
村
孝
男

■
平
成　

年
消
防
団
員
退
職
者

１６

に
対
す
る
表
彰

樫
村
孝
男　

田
所
耕
一　

佐
久
山

繁
生　

和
田
和
昭　

津
賀
廣
男　

川
上
健
次　

根
本
泰
寿　

中
�
和

久　

鈴
木
浩
美　

池
島
厚　

古
橋

力
男　

寺
門
政
一　

小
林
孝　

門

馬
芳
雄　

倉
田
修　

飛
田
和
悦　

上
金
幸
夫　

大
森
�　

石
川
六
男

飛
田
直
文

■
那
珂
町
長
、
消
防
団
長
か
ら

感
謝
状
を
授
与
す
る
者

那
珂
瓜
連
地
区
東
消
防
署

■
那
珂
町
消
防
団
長
か
ら
感
謝

状
を
授
与
す
る
者

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
那
珂
地
区
大
会
出
場
部

○
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

今
村
稔　

舩
橋
洋
紀　

外
岡
秀

樹　

船
橋
克
美　

菅
野
博
幸　

仲
田
利
夫

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

鈴
木
義
浩　

豊
島
光
一　

稲
田

幸
二　

池
島
浩
一　

根
本
博
之

■
茨
城
県
知
事
表
彰

優
良
消
防
団
表
彰

瓜
連
町
消
防
団

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る

職
員（　

年
以
上
）

３０

和
田
一
雄

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る

団
員（　

年
以
上
）

２０

萩
野
谷
孝
一

■
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
消
防
団
員
・
職
員
妻

女
に
対
す
る
感
謝
状
を
授
与
す

る
職
員

和
田
一
雄　

妻
女
・
和
田
初
恵

優
良
分
団
表
彰

瓜
連
町
消
防
団
第
１
分
団

■
茨
城
県
消
防
協
会
那
珂
支
部

長
表
彰

優
良
分
団
表
彰

瓜
連
町
消
防
団
第
１
分
団

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る

団
員（　

年
以
上
）

２０

萩
野
谷
孝
一

■
瓜
連
町
長
・
瓜
連
町
消
防
団

長
表
彰

表
彰
状
を
授
与
す
る
優
良
分
団

瓜
連
町
消
防
団
第
１
分
団

表
彰
状
を
授
与
す
る
団
員

鈴
木
希
雄　

綿
引
勝
也　

井
野
保

高
畑
厚
夫　

薄
井
正
道

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る

団
員（　

年
以
上
）

２０

萩
野
谷
孝
一

感
謝
状
を
授
与
す
る
自
衛
消
防

団ナ
ザ
レ
園
自
衛
消
防
隊

平
野
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
��

�
�
�
�
�
�
�

��

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
１
月
９
日
、
那
珂
町
中
央
公
民
館
と
瓜
連
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
署
や
消
防
団
、
各
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
関
係
団
体
が
参
加
し
、
地
域
防
災

へ
向
け
、
士
気
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年
勤
続
功
労
者
や
優
良
分
団
の
表
彰
、
消
防
ポ
ン

プ
操
法
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



広報なか２月号２１

　下江戸地区の高齢者クラブ「下江
戸百寿会」が主催するもちつき大会
が１２月２３日、下江戸公民館で開催さ
れ、地元の子ども会など親子連れが
集まり交流を深めました。会場で
は、つきたてのもちが振る舞われた
ほか、そば打ち自慢のお年寄りがそ
ば打ちの技を披露。子どもたちは包
丁の使い方を教わりながらそば切り
を担当しました。同会では、休耕田
のわらを利用してのしめ飾り作成
や、ほうきやちりとりを作って販売
するなど様々な企画を催しています。

��������	
下江戸で世代間交流

　那珂瓜連消防署内の若手職員１０人
による意見発表会が１２月１７日、瓜連
町総合センターらぽーるで行われま
した。火災現場で実感した毎日の訓
練の大切さや、一刻を争う事故現場
で再認識した命の重さ、住民の信頼
を得るために悩んだ体験などの発表
に、会場を訪れたかたは深く聞き
入っていました。
　最優秀賞には、「救助隊の宿命」を
テーマに発表した東消防署第１部の
三村厚さんが選ばれ、２月に行われ
る県大会に出場します。

��������	
第２８回署内消防職員意見発表会

　JR常陸鴻巣駅舎で１月１５日、ワーホイ祭りが開催さ
れました。同駅舎でボランティアや地域の交流活動を
行っている「ふれあい駅舎ワーキング委員会」が主催
したものです。祭りでは、子どもたちに伝統行事を伝
えようと「ワーホイ（鳥追い）」や「まゆ玉」などを再
現。「ワーホイ」はしめ飾りや書き初めなどを燃やし、
無病息災を願うものです。同駅舎前に積まれたナスや
マメ（良き事為す、まめに働く、の意味）のからの山
に火が付けられ、勢いよく燃え上がった周りでは
「ワーホイ、ワーホイ」のかけ声がかかりました。

��������	
��
���
常陸鴻巣駅舎ワーホイ祭り

　１２月１日、昨年１０月に友好都市を結んだ秋田県横手
市から屋形舟が寄贈されました。横手市ではお盆の８
月１６日に、各町内から担ぎ出された屋形舟を橋上で他
の舟とぶつけ合うという「送り盆まつり」が行われて
います。江戸時代に飢饉で亡くなったかたを供養する
ために舟を川原で流したのが始まりで、祭りは秋田県
の無形民俗文化財に指定されています。わらと丸太で
組み合わせた全長８ｍ重さ約８００�の屋形船を忠実に
縮小したこの舟は、市役所１階ロビーに飾られていま
す。お立ち寄りの際にどうぞご覧ください。

���������������
横手市から友好都市締結記念

　鷺内の高齢者クラブ「鷺匠会」が
１１月１０日、全国老人クラブ連合会か
ら優良老人クラブとして表彰を受け
ました。同会は平成４年に結成さ
れ、クロッケーやペタンクなどの健
康活動や地元子ども会との交流のほ
か、教養活動として、専門家の指導
を受けて農作物を栽培する健康農園
研修にも活発に取り組んでいます。
今年度はしいたけ栽培に挑戦。栽培
したしいたけは、１２月に実施された
「ふれあいハッピー収穫祭」で味わい
ました。

���������
「鷺匠会」が優良老人クラブ表彰
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　那珂瓜連地区浄化槽組合（組合長
山田久明氏）は、新たに（社）茨城県
水質保全協会大宮支部に生まれ変わ
ります。同組合が解散で生じた余剰
金を環境の美化に役立ててもらおう
と、小宅那珂町長の立ち会いのもと
芳野まちづくり協議会（会長綿引嘉
道氏）に寄付金１５万円が手渡されま
した。ワンデーチャレンジや自然観
察会など環境の改善活動を通じてま
ちづくりを進めている芳野まちづく
り協議会は、今後もますます活躍が
期待されます。

���������
那珂瓜連地区浄化槽組合が寄付

　永年にわたり人権の擁護と人権思
想の普及活動に多大な貢献をされた
として総務大臣から表彰（１０月１４日
付け）を受けた武藤秀孝さんが１２月
２４日、報告のため小宅町長を訪れま
した。
　人権擁護委員（全国の各市町村に
委嘱を受けた民間のボランティアの
かたたちが配置）は、講演会や座談
会を開催したり、法務局の人権相談
所や自宅などで住民のみなさんから
の人権相談を受けたりするなど、積
極的な活動を行っています。

��������	
人権擁護委員　武藤秀孝さん

　那珂市の誕生を間近に控えた１月１１日、センチリープラザNAKAで那珂町
賀詞交歓会が開催されました。町執行部や町議会、商工農業関係者、教育文
化、福祉など各界代表者約３００人が一堂に会して、新年を祝いました。「那珂
市は県内２４番目の市。初心に返りみなさんに信頼される行政運営を目指し、
最大限の努力をしていきます」と小宅那珂町長からあいさつ。小宅町長、福
田那珂町議会議長、木名瀬那珂町商工会長、砂押JAひたちなか理事長が鏡割
り（写真左）をした後、出席者全員で乾杯し、新生那珂市の発展を誓いまし
た。一方、瓜連町でも１月５日、総合センターらぽーるで新年賀詞交歓会
（参加者約１８０人）が行われ（写真右）、関谷瓜連町長から「新市発展のため
全力を傾注します」とあいさつがありました。

��������������
那珂町賀詞交歓会・瓜連町賀詞交歓会

　家庭の日にちなんだ図画と作文の
表彰と発表が１２月１８日、町中央公民
館で行われました。式では、「作文の
部」金賞受賞者が家族の絆について
発表し、会場から大きな拍手が送ら
れました。入賞者は１６５人。金賞以
上は次のとおりです（敬称略）。
【図画】大金滉一郎（戸多小１年）大
津智美（菅谷東小２年）草野謙一
（額田小３年）山崎秀利（横堀小４年）

��������
小中学生「家庭の日」の図画・作文を表彰

佐藤かすみ（菅谷小５年）松井佑樹
（本米崎小６年）川�結香（那珂一中
１年）
【作文】島田龍也（菅谷西小１年）高
岡晴菜（菅谷小２年）綿引可菜子
（本米崎小３年）和田琢磨（額田小４
年）大内朋哉（額田小５年）白井智
聡（五台小６年）川又一平（那珂一
中１年）野内栞（那珂一中２年）近
藤千尋（那珂一中３年）

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。 ■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４４７



広報なか２月号２３

　１２月１９日、第４８回那珂瓜連地区柔
剣道大会が那珂総合公園（剣道）と
那珂一中柔剣道場（柔道）で開催さ
れました。日々の鍛錬の成果を試す
この大会には、小・中学生１８４人が出
場。会場には元気な気合がこだま
し、少年少女たちは、正々堂々、力
一杯試合をしました。上位の入賞者

��������	
����
��
第４８回那珂瓜連地区柔剣道大会

は、次のとおりです。（敬称略）
【剣道の部】※（　）は、所属
［小学校１、２年生の部］①青木良平
（菅谷）②山崎理恵（菅谷）［小学校３
年生の部］①助川友哉（戸多）②小澤
海誠（横堀）［小学校４年生の部］①
三代悠人（菅谷）②井坂直貴（戸多）
［小学校５年生の部］①本図英章（戸

多）②綿引愛実（芳
野）［小学校６年生
の部］①高橋学（戸
多）②越路綾（戸多）
［中学１年（男子）の
部］①秋山直紀（瓜
連中）②笠井拓也（二
中）［中 学 １ 年（女
子）の部］①川又あ
すみ（二中）②塩野智
美（一中）［中学２年

（男子）の部］①渡邊太基（三中）②渡
邉翔平（二中）［中学２年（女子）の
部］①富永いづみ（三中）②鈴木史乃
（瓜連中）
【柔道の部】

［小学校１、２、３年生の部］①中川
悠太朗（五台小）②赤津愛（菅谷東小）
［小学校４、５、６年生の部］①樋口
貴之（浜田小）②尾張詩朗（菅谷西小）
［中学生男子の部］①合澤徹（東海
中）②尾張功樹（一中）［中学生女子
の部］①茅根奈海（一中）②関由美香
（一中）

　生徒会活動の取り組みを地域と一緒に考えるフォーラム
が１２月９日、町中央公民館で開催されました。町内の４中
学校の生徒会役員と民生・児童委員や青少年相談員など地域
の代表が参加。各中学校が抱える課題を生徒自らが解決し
ようと、生徒会を中心に取り組んでいる美化活動やあいさ
つ運動などの内容や成果を発表しました。参加者からは多
くの提案や質問が上がり、生徒会活動の在り方について活
発な意見交換が行われました。生徒たちは「みなさんの意見
を参考に、明るい学校づくりに取り組んでいきたい」と今後
の抱負を話していました。

��������	
��

那珂町みんなでつくる明るい学校づくりフォーラム

１１月２０日～１月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

水戸ヤクルト販売株式会社 ３９，０００円
匿　名 ２０，０００円
野木利三郎 ２０，０００円
カトリック那珂教会 ２０，０００円
額田地区高齢者しめ縄しめ飾り　　
作成会参加者一同 １６，０００円
小林あき ３，０００円
匿　名 １０，０００円
柏村Ｙ １００，０００円
ガールスカウト茨城第３７団 ２３，２１３円
ボーイスカウト那珂第３団 ２０，５０６円

ガールスカウト茨城第３７団
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Book
■市中央公民館から新着図書のご案内

�������
職場でも家庭でも疎外される私の
「安息の場所」は？新堂冬樹が贈る
最悪のホームドラマ。
新堂冬樹／河出書房新社

����� ����������

���������	
電脳街の弱小ベンチャーに集まっ
た若者たちが制作した傑作サーチ
エンジン「クルーク」。ネットの悪
の帝王にすべてを奪われたとき、
おたくの誇りをかけたテロが、裏
アキハバラを揺るがす。
石田衣良／文藝春秋

�������
１６世紀、繁栄を誇るオスマントル
コ帝国に、壮麗王スレイマン大帝
の下、工兵から宮廷建築家へと昇
りつめた男がいた。東西文明の 混 

こん

 淆 する地を舞台に描く歴史長編。
こう

夢枕獏／中央公論新社

運河のほとりの古アパート「霧笛
荘」。霧笛荘の６つの部屋に住む、
６人の住人たちの様々な人生を描
き出す。不器用だけれども誠実に
生きていた６人だったが。浪漫あ
ふれる連作短編集。
浅田次郎／角川書店

人はどこまで堕ちられるか。児童
保育施設の保育士だった女性が２５
歳年下の夫と焼死した。背後に施
設出身の女の存在が浮かんだ時、
更なる惨劇が起こる！
桐野夏生／集英社

������
なんてことないよ。どうにかなる
さ。大丈夫だよ。沖縄という場所
が、人が、言葉が、声もなく声を
かけてくる。沖縄を愛するすべて
の人へ贈る、何かに感謝したくな
る最新小説集。
よしもとばなな／新潮社

■図書室は、市中央公民館の休館
日（月曜日・月曜日が祝日にあ
たるときはその翌日）が休みと
なります。
����������������

���������	
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【一般図書】●「正義の証明　上・下」森村誠一／幻冬舎●「対岸の彼女」角田
光代／文藝春秋●「春、バーニーズで」吉田修一／文藝春秋●「約束の地」
志水辰夫／双葉社●「しゃぼん玉」乃南アサ／朝日新聞社●「知りたがりや
の猫」林真理子／新潮社●「さまよう刃」東野圭吾／朝日新聞社



広報なか２月号２５

鴻
巣 

沢
幡　
　

茉
歩 

宗
宣

菅
谷 

上
岡　
　

愛
奈 

寿
和

菅
谷 

平
野　
　

龍
乃
介 

光
弘

菅
谷 

榊
原　
　

和
羽 

典
和

菅
谷 

黒
羽　
　

玲
名 

竜
治

菅
谷 

萩
野
谷　

茜 

晃

杉 

吉
村　
　

伊
織 

良
一

南
酒
出 

春
日　
　

瑠
捺 

康
宏

菅
谷 

平
澤　
　

結
衣 

明

菅
谷 

川
井　
　

菜
々
華 

壱
成

菅
谷 

石
川　
　

光
桜 

輝
雄

福
田 

大
沢　
　

奈
緒 

正
男

門
部 

菊
池　
　

優
斗 

学

中
台 

森
島　
　

菜
々
海 

純
人

鴻
巣 

中
野　
　

由
理 

勇
守

菅
谷 

澤
畠　
　

遙
希 

克
彦

門
部 

中
井
川　

侑
平 

由
治

後
台 

山
田　
　

大
晟 

瑞

額
田
北
郷 

棚
井　
　

悠
斗 

雄
太
郎

東
木
倉 

後
藤　
　

ち
さ
と 

慎
一

横
堀 

大
森　
　

栄
治 

清

菅
谷 

會
澤　
　

聖
矢 

一
男

本
米
崎 

ス
タ
ン
チ
ウ　
マ
ル
テ
ィ
ー
ナ  
ロ
バ
ー
ト

菅
谷 

塙　
　
　

暁
良 

祐
治

中
台 

篠
原　
　

良
輔 

武

菅
谷 

木
村　
　

晃
汰 

将
唯

菅
谷 

深
川　
　

慶
人 

陽
二

鴻
巣 

海
野　
　

晃
成 

光
彦

静 

�
橋　
　

遼
平 

克
典

古
徳 

黒
澤　
　

香
奈 

秀
之

瓜
連 

金
�　
　

愛
莉 

卓
二

鹿
島 

高
畑　
　

綾 

厚
夫

静 

川
澄　
　

乃
永 

一
夫

古
徳 

大
部　
　

誠
道 

一
城

鹿
島 

樫
村　
　

広
太
郎 

満

下
大
賀 

井
上　
　

謙
信 

龍
一

瓜
連 

瀬
戸
谷　

丞
樹 

大
輔

瓜
連 

�
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皓
冬 

英
治

瓜
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勝
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輝 

渉

額
田
北
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根
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正
男 

　

歳
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横
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柏
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久 
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菅
谷 
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と
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鴻
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石
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忠
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谷 

富
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久
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８９
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田
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中
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一
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中
台 

小
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�
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後
台 

吉
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は
つ
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歳
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福
田 

澤
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ふ
く 

　

歳
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本
米
崎 

萩
野
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智
代
子 
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津
田 

名
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三
男 

　

歳
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飯
田 

滑
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弘 

　

歳
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額
田
南
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鶴
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信
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歳
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西
木
倉 

植
田　
　

貢 
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戸
崎 
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ま
り
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和
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東
一 
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谷 

軍
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直 
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田
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鹿
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戸
崎 

小
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喜
一 

　

歳
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飯
田 

清
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ふ
く 

　

歳
８８

飯
田 

小
林　
　

久
子 

　

歳
７９

門
部 

會
澤　
　

み
よ 

　

歳
８４

後
台 

山
田　
　

は
な 

　

歳
９５

菅
谷 

白
�　
　

ナ
カ 

　

歳
９０

中
里 

紺
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正
男 

　

歳
８７

瓜
連 

小
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き
よ 

　

歳
７８

瓜
連 

野
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達
男 

　

歳
８７

瓜
連 

赤
津　
　

正
喜 

　

歳
８３

中
里 

鹿
志
村　

時
男 

　

歳
６７

瓜
連 

�
橋　
　

良
三 

　

歳
７３

瓜
連 

鴨
志
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あ
き
の 

　

歳
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瓜
連 

海
老
澤　

伊
勢
松 

　

歳
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瓜
連 

寺
山　
　

正 

　

歳
７１

瓜
連 

高
秀　
　

峰
子 

　

歳
５３

中
里 

秋
山　
　

ヒ
ナ 

　

歳
８７

平
野 

加
藤　
　

ヨ
シ
ミ 

　

歳
９０

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

奈
良
�　

実
香 

文
俊

菅
谷 

笹
嶋　
　

祐
汰 

和
寿

横
堀 

中
原　
　

虎
琉 

成
人

菅
谷 

横
山　
　

颯
大 

嘉
一

後
台 

黒
羽　
　

結
花 

康
史

菅
谷 

佐
藤　
　

壱
星 

秀
樹

鴻
巣 

鈴
木　
　

柚
巴 

秀
成

菅
谷 

高
橋　
　

由
有 

達
也

後
台 

海
野　
　

真
涼 

典
幸

菅
谷 

大
森　
　

琉
� 

重
之

菅
谷 

細
谷　
　

穂
乃
佳 

幸
江

菅
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土
田　
　

勝
海 

勝

飯
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中
村　
　

宙
希 

譲
二

田
崎 

中
澤　
　

希 

輝
久

菅
谷 

圷　
　
　

泰
佑 

鉄
也

堤 

戸
�　
　

莉
桜 

仁

東
木
倉 

大
金　
　

優
生 

章
宏

飯
田 

田
中　
　

七
瀬 

寛
泰

菅
谷 

滝
口　
　

歩
夢 

拓
実

菅
谷 

吉
村　
　

優
斗 

洋
平

菅
谷 

�
原　
　

陽 

昌
志

飯
田 

大
福
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聖 

保

菅
谷 

理
�　
　

彩
加 

一
成

菅
谷 

仲
野　
　

心
結 

友
英

菅
谷 

河
野　
　

世
寿 

勇

菅
谷 

山
本　
　

陽
南 

貴
史

菅
谷 

小
堀　
　

陽
向 

光
彦

菅
谷 

中
島　
　

礼
人 

修
一

菅
谷 

萩
原　
　

蒼
馬 

一
洋

菅
谷 

土
田　
　

和
寿 

和
男

菅
谷 

横
須
賀　

椋 

啓
人

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

飯
田 

木
村　
　

ハ
ナ 

　

歳
８３

西
木
倉 

金
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フ
サ 

　

歳
９４

額
田
東
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�
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市
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一
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歳
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額
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�
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福
田 

本
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ミ
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歳
６６

菅
谷 

加
藤　
　

弘 

　

歳
９５

福
田 

圷　
　
　

洋
子 

　

歳
６８

額
田
南
郷 

宮
�　
　

秀
夫 

　

歳
８３

横
堀 

田
那
辺　

ひ
ろ
し 

　

歳
９６

福
田 

入
澤　
　

明
夫 

　

歳
５０

後
台 

鴨
志
田　

善
治 

　

歳
７２

東
木
倉 

内
藤　
　

光
雄 

　

歳
７１

本
米
崎 

市
毛　
　

秀
一 

　

歳
９３

額
田
南
郷 
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�　
　

た
ね 

　

歳
７８

菅
谷 

石
川　
　

�
一 

　

歳
６３

額
田
北
郷 

冨
岡　
　

サ
タ
子 

　

歳
７３

鴻
巣 

�
畠　
　

し
も 

　

歳
８５

杉 

砂
川　
　

康
雄 

　

歳
６６

南
酒
出 

菊
池　
　

昌
子 

　

歳
５２

飯
田 

中
村　
　

せ
つ
子 

　

歳
９０

中
台 

永
田　
　

美
和
子 

　

歳
６６

門
部 

小
田
倉　

順
治 

　

歳
６８

飯
田 

冨
田　
　

い
ね 

　

歳
８８

中
台 

宮
内　
　

カ
ツ 

　

歳
８１

堤 

澤
畑　
　

す
い
の 

　

歳
８７

南
酒
出 

菊
池　
　

貴
雄 

　

歳
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鴻
巣 

�
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正
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歳
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本
米
崎 

黒
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み
と
り 

　

歳
９２
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２６

第 １ 回 

ねんりんピックでの多田さん（ゼッケン番号１０９）

齢
者
の
祭
典
で
あ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ

ん
ま
」
が
昨
年　

月
、

１０

群
馬
県
で
開
催
さ
れ
、
額
田
東
郷

の
多
田
八
朗
さ
ん
が
、
マ
ラ
ソ
ン

　

�
で
優
勝
し
ま
し
た
。「
ね
ん

１０り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
健
康
の
増
進
や

活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ

ニ
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
ほ

か
、
将
棋
や
か
る
た
な
ど　

種
目

２５

で
競
い
合
い
ま
す
。
参
加
者
は
全

国
か
ら
約
１
万
人
。
平
成　

年
に

１９

は
茨
城
県
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

多
田
さ
ん
が
マ
ラ
ソ
ン
に
出

合
っ
た
の
は　

歳
の
と
き
。
仕
事

４２

以
外
に
も
打
ち
込
め
る
も
の
が
ほ

し
い
と
、
選
ん
だ
の
が
マ
ラ
ソ
ン

で
し
た
。
特
に
道
具
も
必
要
な

く
、
好
き
な
と
き
に
で
き
る
の
が

そ
の
理
由
と
の
こ
と
で
す
。
趣
味

の
登
山
で
鍛
え
ら
れ
、
体
力
に
は

自
信
が
あ
っ
た
も
の
の
、
走
る
こ

と
は
ま
っ
た
く
の
未
経
験
。
当
初

は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
３
時
間
で

ゴ
ー
ル
で
き
れ
ば
と
、
軽
い
気
持

ち
で
友
人
と
走
り
始
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
７
年
後
、　

歳
で
目

４９

標
の
３
時
間
を
達
成
。
そ
し
て
現

在
の
自
己
ベ
ス
ト
で
あ
る
２
時
間

　

分　

秒
で
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
、

４５

４０

多
田
さ
ん
が　

歳
の
と
き
で
し

５６

た
。
こ
の
タ
イ
ム
は
、　

歳
以
上

５５

��������	
��
�������
第１７回全国健康福祉祭「ねんりんピックぐんま」

マラソン１０km（７０歳未満男性の部）で優勝

多田八朗さん／額田東郷

高

父・寿郎さん　母・真由美さん
２月１８日生まれ（菅谷）

父・成久さん　母・加代子さん
２月１６日生まれ（菅谷）

－ご家族からのメッセージ－ 

父・和宏さん　母・由美子さん
２月２０日生まれ（菅谷）

の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
の
日
本
最
高

記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
こ
そ
は　

代
か
ら
と

４０

少
し
遅
め
だ
っ
た
も
の
の
、
年
を

重
ね
る
ご
と
に
着
実
に
記
録
を
伸

ば
し
て
い
る
多
田
さ
ん
。
こ
れ
ま

で
に
も
ひ
た
ち
な
か
市
や
東
海
村
、

日
立
市
な
ど
の
大
会
で
優
勝
す
る

な
ど
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
「
良
い
記
録
を
出
そ
う
と
思
っ

て
、
大
会
に
出
場
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
と
一

緒
に
走
れ
る
こ
と
が
楽
し
い
の

で
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
は
個

人
競
技
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
実
際

に
は
、
大
会
当
日
の
が
ん
ば
り
よ

り
も
、
そ
れ
ま
で
の
練
習
が
物
を

言
い
ま
す
。
仲
間
と
走
る
こ
と

が
、
私
に
と
っ
て
は
、
そ
の
練
習

の
何
よ
り
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま

す
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、「
笠
松
走
友
会
」
を

結
成
し
、
会
社
帰
り
に
汗
を
流
し

て
い
る
多
田
さ
ん
。
同
会
に
は
、

夏
の
関
東
大
会
で
活
躍
し
た
那
珂

二
中
の
阿
南
光
さ
ん（
３
年
）や
小

田
倉
香
織
さ
ん（
３
年
）も
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
て
、
年
代
を
超

え
て
楽
し
め
る
の
も
魅
力
の
ひ
と

つ
と
の
こ
と
。「
記
録
よ
り
も
楽

し
も
う
」を
合
言
葉
に
、多
田
さ
ん

は
仲
間
と
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

素
直
で

優
し
い
子
に
な
っ
て
ね

元
気
で

明
る
い
子
に
育
っ
て
ね

元
気
で

優
し
い
子
に
育
っ
て
ね

�������� ���

ゆうな

�������� ���

ちづる

�������� ���

はるか
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私
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
青
森

県
野
辺
地
町
で
す
。
訪
れ
る
人
も

少
な
い
田
舎
町
で
す
が
、
み
な
さ

ん
に
は
私
の
雪
と
の
付
き
合
い
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
積
雪
も
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
私
が
住
ん
で
い
た　

年
２０

以
上
前
は
一
冬
に
３
ｍ
以
上
雪
が

積
も
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
朝
学
校

へ
行
く
前
は
雪
か
き
を
す
る
の
が

日
課
で
す
。
お
隣
の
お
爺
ち
ゃ
ん

と
そ
の
先
の
お
婆
さ
ん
の
家
ま
で

道
を
作
っ
て
あ
げ
な
く
て
は
な
ら

ず
、
手
や
ほ
っ
ぺ
の
感
覚
が
無
く

な
る
ほ
ど
し
ば
れ
る
（
寒
い
）
朝

を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
一
晩
に
多

く
の
雪
が
降
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
も
し
ま
す
。

雪
だ
け
下
ろ
せ
ば
い
い
の
で
す

が
、
滑
り
や
す
い
ト
タ
ン
屋
根
の

せ
い
で
、
よ
く
私
も
一
緒
に
落
ち

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
雪
が
役
立
つ
と
き
も

あ
り
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
は
雪
で

か
ま
く
ら
を
作
っ
て
お
り
ま
し

た
。
遊
ぶ
た
め
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
母
親
に 
叱 
ら
れ
て
家
を
追
い

し
か

出
さ
れ
た
と
き
の
絶
好
の
避
難
所

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
ま

清
流
に
浮
か
べ
て
白
し
冬
の
雲 

海　

後　
　
　

甫

水
源
の
水
を
含
み
て
秋
惜
し
む 

佐　

藤　

ト　

ヨ

秋
光
を
背
に
斉
昭
の
隷
書
の
碑 

雨　

宮　

文　

枝

神
域
の
古
り
し
石
段
木
の
葉
散
る 

宇
佐
美　

和　

子

一
刻
を
湖
辺
の
秋
気
浴
び
に
け
り 

益　

子　

春　

子

野
鳥
に
も
声
の
張
り
あ
う
秋
日
和 

高　

野　

祝　

子

深
秋
や
水
輪
ひ
ろ
げ
る
鯉
の
口 

浅　

野　

と
し
子

湖
畔
染
む
桜
紅
葉
の
降
る
小
道 

藤　

岡　

み
ち
子

木
道
に
沿
う
て
続
く
や
竹
の
花 

會　

澤　

ち
い
子

逆
さ
川
振
り
向
き
て
見
る
照
紅
葉 

袴　

塚　

和　

子

陽
を
跳
ね
て
コ
ス
モ
ス
の
帯
逆
川 

筒　

井　

か
よ
子

草
紅
葉
園
児
の
弾
む
声
し
き
り 

溝　

井　

章　

恵

木
道
の
果
澄
む
水
の
地
よ
り
湧
く 

武　

藤　

や
よ
ひ

【俳　句】あせび句会 小橋末吉選

心
病
む
友
の 
傍 
に
居
る
だ
け
で
癒
し
に
な
れ
る
友
に
な
り
た
い 

井　

坂　

光　

位

か
た
え

戊
辰
戦
争
昨
日
の
ご
と
く
語
り
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
声
は 
昂 
る 

上　

田　

は
る
み

た
か
ぶ

自
分
史
の
出
版
祝
い
に
招
か
れ
て
受
講
の
友
に
会
う
も
懐
か
し 

大
曽
根　

イ　

チ

人
の
苦
楽
波
寄
す
よ
う
な
浮
き
沈
み
あ
り
て
息
の
緒
儚
く 
哀 
し 

関　

谷　

亀　

寿

か
な

一
途
な
る
若
き
ら
の
応
援
に
励
ま
さ
れ
チ
ー
ム
の
掛
け
声
俄
か
に
跳
ね
る 

中　

崎　
　
　

緑

帰
り
た
る
あ
と
の
一
部
屋
広
く
な
り
孫
の 
玩
具 
の
ピ
ア
ノ
を
叩
く 

水　

書　

恵　

子

お
も
ち
ゃ

一
人
減
り
二
人
減
り
つ
つ
住
所
録
幾
人
の
名
を
消
し
賀
状
書
き
終
ふ 

中
井
川　

胤　

文

【短　歌】瓜連短歌会

く
ら
に
は
常
に
非
常
食
の
み
か
ん

や
餅
、
漫
画
本
が
備
え
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
時
に
雪
は
優
し
く
も

な
り
ま
す
。
新
雪
が
積
も
っ
た
平

原
に
思
い
っ
き
り
大
の
字
に
な
っ

て
背
中
か
ら
倒
れ
る
と
、
雪
に
反

射
し
た
日
差
し
の
眩
し
さ
に
囲
ま

れ
て
ピ
ー
ン
と
し
た
静
か
な
「
雪

の
音
」
が
聞
こ
え
る
の
で
す
。
子

供
な
が
ら
に
そ
う
し
た
時
間
を
過

ご
す
の
が
大
好
き
で
し
た
。

　

今
は
こ
の
新
生
那
珂
市
に
移
り

住
ん
で
お
り
ま
す
が
、
人
に
優
し

い
澄
ん
だ
空
気
に
包
ま
れ
た
こ
の

街
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
私
の
故
郷
に
似
て
い
る
と
言

う
と
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
も
自
然
豊
か
で
住

む
人
が
優
し
い
こ
の
那
珂
市
で
暮

ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ふるさと一口メモ
南部盛岡藩の商港として栄
えた歴史ある町。現在でも
商工業が産業の中心の町で
す。特産品は、ホタテ、ケ
ツメイ茶、長いも、こかぶ
など。茶がゆ、けいらんと
いった郷土料理とおいしい
地酒もお勧めの一品。人口
約１６，０００人。

野辺地町

青森県

▲
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の へ じ

服部明さん／杉




